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第 90 号同窓会会報誌の発行にあたって 

　同窓生の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　この度の同窓会会報誌第90号の発行にあたりましては、各方面より多大なる
ご協力を賜り無事発行の運びとなりました。この場をお借りして厚くお礼申し
上げます。この会報誌が同窓会と同窓生の、また、同窓生同士の情報交換・情
報発信の一助となれば幸いです。
　さて、昨年 ５月に新型コロナウイルス感染症も ５類感染症へ移行し、コロナ
禍以前の形態での同窓大会・支部総会の開催等、 ３年ぶりに対面での同窓生の
交流の場が多数設けられ、改めて制限のない同窓生同士の交流の場の大切さを
強く感じました。また、学校運営につきまして、現役生はもとより、教鞭を執
られる先生方は、時代の変化に適応する力を育む教育をはじめ、創意工夫され
ておられると伺っております。
　母校は、172５（享保10）年の広島藩「講学所」創始以来、３00年も目前にせ
まる299年に及ぶ歴史と伝統がございます。『修道学園創設３00周年事業　修道
中学校・修道高等学校本館建替等工事　ご支援のお願い』について、同窓生の
皆様からの寄附額は 2億円を超え、総額では 2億 ４千万円を超えたと聞き及ん
でおります。同窓生をはじめとした皆様の、母校への熱い思いを感じられる、
多大なるご理解とご協力は、この上ない慶びであり、厚く御礼申し上げます。
　創始３00周年に向け、我々修道学園（中・高）同窓会が母校を助け、更なる
発展に寄与すべく、活動を充実していかねばと決意を新たにいたしております。
また、来る202５年度同窓大会は創始３00周年記念同窓大会とし、母校と同窓会
の繋がりを強める機会を計画しております。会員の皆様には、変わらぬご支援
を賜りますよう、宜しくお願いいたします。

� 修道学園（中・高）同窓会　会長　深山　英樹（高12回）
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支部活動報告
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関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告

関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告

関
東
支
部

菱
川
　
哲
行
（
高
32
回
）

2
0
2
4
年
７
月
８
日
（
月
）
に
東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
に
て
、
2
0
2
4
年
「
関
東
支
部
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
は
“
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
”
を
掲
げ
、
学
生
／
若

手
の
参
加
を
常
態
化
す
る
べ
く
、
職
業
別
に
10
種
類

に
仕
分
け
し
、疑
問
／
悩
み
／
質
問
を
先
輩
に
伺
い
、

気
づ
き
に
繋
げ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
、「
修
道
の
絆
」

を
“
縦
”
に
も
紡
い
で
い
き
、
縦
／
横
の
糸
を
強
固

に
し
た
い
と
の
想
い
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、天
野
成
幸
修
道
学
園
理
事
長
補
佐
、

深
山
英
樹
同
窓
会
会
長
、田
原
俊
典
中
学
高
校
校
長
、

有
馬
昌
宏
同
窓
会
近
畿
支
部
会
長
、
高
校
32
回
生
の

同
期
の
田
嶋
克
宏
修
道
中
高
元
教
諭
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

こ
の
10
年
来
減
少
し
て
い
た
参
加
者
も
昨
年
よ
り

も
増
加
し
、
2
0
0
名
近
い
同
窓
生
が
参
加
し
た
事

は
、
幹
事
学
年
の
高
校
32
回
生
の
み
な
ら
ず
、
次
世

代
を
担
う
高
52
回
・
高
65
回
も
協
力
し
、
準
備
し
た

成
果
で
あ
る
と
合
わ
せ
て
報
告
し
ま
す
。

第
一
部
の
講
演
会
は
午
後
６
時
か
ら
、
昨
年
に
引

き
続
き
大
重
麻
衣
さ
ん
（
元
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
で
、
広
島
大
学
大
学
院
・
医

系
科
学
研
究
科
・
教
授
の
二
川
浩
樹
さ
ん
（
高
32
回
）

に
よ
る
、「
L
８
0
2
0
乳
酸
菌
と
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
っ

て
ご
存
じ
で
す
か
？
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
川
さ

ん
は
「
口
内
乳
酸

菌
」
に
関
す
る
権

威
と
も
い
え
る
存

在
で
、
多
く
の
学

会
の
役
員
を
兼
務

し
、
2
0
1
3
年

「
平
成
25
年
度
文

部
科
学
大
臣
表

彰
・
科
学
技
術
賞
」

を
始
め
各
種
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ「
口
腔
細
菌
」

を
含
む
Ｔ
Ｖ
出
演

等
、
目
覚
ま
し
い

活
躍
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
当
日
は

「
口
内
乳
酸
菌
が
い
か
に
虫
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

の
か
」
に
関
し
て
、多
く
の
ス
ラ
イ
ド
等
を
駆
使
し
、

非
常
に
分
か
り
易
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
講
演
は
「
非
常
に
分
か
り
易
か
っ
た
」
等
、
多
数

の
高
評
価
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
関
東
支
部
の
つ
ど
い
は
午
後
７
時
よ

り
、関
東
支
部
の
菱
川
哲
行 

実
行
委
員
長（
高
32
回
）

の
開
会
宣
言
、
会
計
報
告
、
弘
中
惇
一
郎 

会
長
（
高

16
回
）
の
開
会
挨
拶
、
そ
の
後
、
来
賓
の
ご
紹
介
、

天
野
成
幸 

修
道
学
園
理
事
長
補
佐
、
深
山
英
樹 

同

窓
会
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
田
原
俊
典 

校

長
の
乾
杯
に
よ
り
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
の
懇
親
会
は
、
実
行
委
員
長 
菱
川
さ
ん

（
高
32
回
）
の
お
知
り
合
い
で
あ
る
「JO

Y
FU

L 

V
O

ICE SCH
O

O
L

＝
ゴ
ス
ペ
ル
」
に
よ
る
心
に
響

く
迫
力
あ
る
歌
声
で
3
曲
を
歌
い
あ
げ
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
届
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
大
谷
ふ
み
た
か
さ
ん
（
高
65
回
）
に
よ

る
「
メ
シ
キ
ラ
」
の
楽
し
い
コ
ン
ト
・
ギ
ャ
グ
で
、

満
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
間
に
も
開
催
主
旨
で
あ
る
「
業
種
懇

親
会
」
で
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
4
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
支
部
春
季
ゴ

ル
フ
大
会
の
成
績
発
表
を
行
い
、
個
人
戦
（
優
勝
：

北
方
寛
さ
ん（
高
32
回
））、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞（
上
巳

浩
さ
ん
（
高
18
回
））、
団
体
戦
（
優
勝
：
高
32
回
）

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
同
窓
生
に
ゆ

か
り
の
あ
る
品
々
を
景
品
と
し
た
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
が
開
催
し
ま
し
た
。
８
月
６
日
の
広
島
巨
人
戦
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
・
弘
中
会
長
の
著
書
「
特
捜
検
察
の
正

体
」・「
平
山
郁
夫
美
術
館
招
待
券
」
他
多
数
の
景
品

が
用
意
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
年
度
の

実
行
委
員
へ
の
引
継
ぎ

（
2
の
回
）
→
（
3
の

回
）
の
後
、
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
校
歌
斉

唱
に
移
り
「JO

Y
FU

L 
V

O
ICE SCH

O
O

L

」

の
メ
ン
バ
ー
に
も
参
加

し
て
、
最
高
の
ハ
モ
リ

で
か
つ
て
な
い
校
歌

斉
唱
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
稲
田
英
一
郎 

幹
事
長
（
高
49
回
）
の

関東支部のつどい　会場の様子

校歌斉唱
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閉
会
宣
言
に
よ
り
、
午
後
９
時
に
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
開
催
に
際
し
ま
し

て
、
修
道
学
園
、
同
窓
会
本
部
、
同
窓
会
近
畿
支
部

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
多
大
な
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
２
3

２
０
２
3
年
総
会
・
集
い
の
報
告

年
総
会
・
集
い
の
報
告

近
畿
支
部

河
本
　
浩
二
（
高
45
回
）

令
和
５
年
12
月
3
日
（
日
曜
日
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
令
和
５
年
度
総
会
・
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
4
年
ぶ
り
に
人
数
制
限
も

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
な
く
な
り
、木
村
剛
治
さ
ん（
高

36
回
）
の
司
会
の
も
と
、
54
名
の
同
窓
会
員
と
3
名

の
ご
来
賓
の
ご
参
加
を
得
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
前
の
記
念
講
演
で
は
、
佐
藤
宏
介
様
（
高
31

回
）
か
ら
「
地
域
に
生
き
る
大
阪
大
学
の
社
学
共
創
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
中
之
島
に
あ
っ
た
広
島
藩
蔵
屋
敷
の
跡
地
と

大
阪
大
学
の
発
祥
と
の
関
係
か
ら
現
代
の
公
開
講
座

に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
ま
で
、
興
味
深
い
お
話

を
お
伺
い
で
き
ま
し
た
。

次
に
全
体
の
集
合
写
真
を
撮
影
し
て
総
会
へ
と
移

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
鬼
籍
に
入
っ
た
会
員
へ
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
有
馬
昌
宏
会
長
（
高
24
回
）

の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
代
表
幹
事
の
谷
村
典
俊
さ

ん
（
高
30
回
）
に
よ
る
会
計
報
告
を
行
い
、
直
前
の

感
染
症
感
染
で
ご
欠
席
と
な
っ
た
監
事
の
林
治
令
さ

ん
（
高
19
回
）
か
ら
の
会
計
監
査
報
告
が
代
読
さ
れ
，

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
か
ら
の
挨
拶
で
は
、
修
道
中
学
校
教
頭
の

藏
下
一
成
先
生
よ
り
修
道
学
園
の
紹
介
動
画
お
よ
び

修
道
生
が
犯
人
逮
捕
で
お
手
柄
を
あ
げ
た
広
島
の

ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
修
道
学
園
同
窓
会
会
長
の
深
山
英
樹
様（
高
12
回
）

な
ら
び
に
関
東
支
部
会
長
の
弘
中
惇
一
郎
様
（
高
16

回
）
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

高
東
嘉
毅
さ
ん
（
高
８
回
）
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯

で
始
ま
っ
た
集
い
で
は
、
最
初
に
昨
年
の
参
加
者
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
再
開
・
継
続
さ
れ
，
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
近
況
や
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
年
齢
に
関
係

な
く
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し
む
同
窓
生
が
多

く
、
修
道
生
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
年
が
初
登
場
の
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
で
、
世
良
京
太
さ
ん
（
高
65
回
）
と
鎌
田

直
稔
さ
ん
（
高
72
回
）
に
よ
る
軽
快
な
ト
ー
ク
と
見

事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
出
席
者
一
同
、
目
を
見
張

り
ま
し
た
。
続
い
て
の
近
藤
達
夫
さ
ん
（
高
29
回
）

に
よ
る
歌
唱
披
露
で
は
、
そ
の
美
声
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

食
事
の
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
ピ
ー
コ
ッ

ク
魔
法
瓶
の
お
し
ゃ
れ
な
ポ
ル
タ
ボ
ト
ル
、
ハ
ウ
ス

食
品
の
カ
レ
ー
パ
ン
、
関
東
支
部
会
長
の
弘
中
惇
一

郎
様
の
サ
イ
ン
入
り
著
書
、
修
道
生
を
モ
デ
ル
に
し

た
漫
画
本
「
男
子
校
の
生
態
」、
修
道
中
学
校
教
頭

の
藏
下
一
成
先
生
か
ら
ご
提
供
の
修
道
エ
コ
バ
ッ

グ
、
同
窓
生
か
ら
提
供
の
秘
蔵
の
森
伊
蔵
な
ど
の
景

品
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
参

加
者
一
同
で
円
に
な
り
肩
を
組
み
、
近
藤
達
夫
さ
ん

（
高
29
回
）、
世
良
朋
孝
さ
ん
（
高
35
回
）
の
リ
ー

ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
太
田
英
之
さ
ん
（
高
31
回
）

の
エ
ー
ル
で
し
め
ま
し
た
。

最
後
に
都
築
英
明
副
会
長
（
高
24
回
）
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、高
校
69
回
生
の
皆
さ
ん
（
岩
崎
豊
さ
ん
、

藤
木
大
地
さ
ん
、
平
岩
義
寛
さ
ん
、
鹿
毛
信
一
さ
ん
、

高
石
凜
太
郎
さ
ん
）
の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
集

い
を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
57
名
と
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
る
と
少
な

い
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、講
演
、ス
ピ
ー

チ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
内
容
の
充
実
し
た
会
に
な

り
ま
し
た
。
司
会
の
木
村
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行 総会での集合写真
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の
お
か
げ
も
あ
り
、
大
変
満
足
度
の
高
い
総
会
・
集

い
だ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
参
加
し
た

人
は
引
き
続
き
次
回
も
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
は
ぜ
ひ
次
回
こ
そ
は
皆
で
集
ま
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
4

２
０
２
4
年
近
畿
支
部

年
近
畿
支
部��

新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
交
流
会
の
報
告

新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
交
流
会
の
報
告

近
畿
支
部

有
馬
　
昌
宏
（
高
24
回
）

５
月
12
日
（
日
）
14
時
か
ら
16
時
ま
で
大
阪
駅
前

第
3
ビ
ル
の
中
華
料
理
店
「
金
の
華
」
に
お
い
て
、

近
畿
の
大
学
に
進
学
し
て
き
た
新
入
会
員
の
歓
迎
の

た
め
の
ミ
ニ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
高
校
76
回
（
今
年
高
校
を
卒
業
）
が
10

名
、
高
校
75
回
が
1
名
、
高
校
70
回
が
1
名
、
高
校

69
回
が
2
名
、
高
校
39
回
が
1
名
、
高
校
30
回
が
1

名
、
高
校
25
回
が
1
名
、
高
校
24
回
が
2
名
の
19
名

で
し
た
。
会
長
と
副
会
長
の
2
名
が
参
加
者
の
平
均

年
齢
を
引
き
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
会
長
の
挨

拶
、
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
の
後
、
所
属
し
て
い
た

班
活
動
や
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
の
状
況
な
ど
を
含

め
た
自
己
紹
介
や
先
輩
か
ら
の
突
っ
込
み
の
質
問
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
お
い
し
い
料
理
も
あ
っ

て
2
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

あ
ま
り
の
盛
り
上
が
り
で
記
念
撮
影
を
す
っ
か
り

失
念
し
て
お
り
、
写
真
を
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。

九
修
会
総
会

九
修
会
総
会��

��

（
令
和

（
令
和
５５
年年
1010
月月
2121
日
）
報
告

日
）
報
告

九

修

会

石
本
　
俊
亮
（
高
27
回
）

令
和
５
年
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
も
一
息
つ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
10
月
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
学
園
同

窓
会
事
務
局
よ
り
い
た
だ
い
た
九
州
地
区
へ
の
進
学

者
に
向
け
て
多
数
の
案
内
を
出
し
ま
し
た
。

学
生
会
員
の
参
加
費
を
千
円
と
し
た
こ
と
も
あ

り
、
予
想
に
反
し
て
27
名
の
学
生
会
員
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
大
学
や
学
年
も
様
々
で
し
た
が
、
学
生

会
員
同
士
で
連
絡
を
取
り
合
い
集
ま
ら
れ
た
よ
う
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
良
い
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
で
は
、
九
修
会
の
立
ち
上
げ
時
の
主
要

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
花
岡
氏
が
逝
去
さ
れ
た
報
を
伝

え
、
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
、
個
人
の
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
体
調
を
壊
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
再
会
が
か
な
わ
ず
、
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
田
原
俊
典
学
校
長
、
深
山
英
樹
同

窓
会
長
か
ら
の
学
園
や
広
島
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
会
員
に
と
っ
て
は
、
懐
か

し
い
話
し
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
土
曜
日
に
実
施
し
た
た
め
、
病
院
勤
務

の
会
員
の
都
合
が
つ
か
ず
、
不
参
加
の
返
信
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
に
は
、
日
曜
日
の
開
催

へ
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第第
3232
回
東
部
修
道
会
　
総
会

回
東
部
修
道
会
　
総
会��

東
部
修
道
会

佐
藤
　
裕
紀
（
高
28
回
）

令
和
５
年
10
月
14
日（
土
）、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
第
32
回
東
部
修
道
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、田
原
俊
典
校
長
、

深
山
英
樹
同
窓
会
会
長
、
修
道
学
園
第
33
地
区
会
の

保
護
者
の
方
々
を
お
迎
え
し
、盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

東
部
修
道
会
は
広
島
県
東
部
地
区
お
よ
び
岡
山
県
の

在
住
者
お
よ
び
出
身
者
で
構
成
さ
れ
、
平
成
元
年
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
で
開

催
で
き
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
原
則
と
し
て
毎

年
総
会
を
、
ま
た
母
校
訪
問
や
カ
ー
プ
観
戦
な
ど
の

親
睦
行
事
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
総
会
で

九修会総会　R ５ 年10月21日博多八仙閣本店にて
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は
講
師
を
お
招
き
し
講
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
の
も

楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
株

式
会
社
コ
ジ
マ
・
ム
ジ
カ
・
コ
レ
ギ
ア
代
表
理
事
で

あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
小
島
燎
氏
（
高
63
回
）
を
お
招
き
し
、「
し
ま
な

み
海
道
に
響
か
せ
た
い
、
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
国
際

音
楽
祭
」
と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。 

小
島
氏

は
、
毎
年
秋
に
尾
道
、
因
島
、
生
口
島
を
舞
台
と
し

て
「
し
ま
な
み
海
道
・
秋
の
音
楽
休
暇
村
」
を
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
頂
き
ま
し

た
。 

ご
持
参
い
た
だ
い
た
愛
用
の
バ
イ
オ
リ
ン（
価

格
を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
！
）
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ

れ
、
そ
の
音
色
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。 

令
和
６
年
度
は
５
月
に
カ
ー
プ
観
戦
、
10
月
に
総
会

を
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 
よ

り
多
く
の
卒
業
生
の
皆

様
に
ご
参
加
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、 

広
島
県
東
部
地

区
、
岡
山
県
な
ど
に
お

住
ま
い
の
卒
業
生
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

東
部
修
道
会
　
活
動
報
告

東
部
修
道
会
　
活
動
報
告��

東
部
修
道
会

山
崎
　
義
明
（
高
41
回
）

東
部
修
道
会
は
、
広
島
県
東
部
地
区
お
よ
び
岡
山

県
の
出
身
者
お
よ
び
在
住
者
を
会
員
と
し
て
、
修
道

学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
の
支
部
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
前
原
敬
悟
会
長
（
高
20
回
）
を
は
じ
め
、
多

く
の
会
員
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発
展
の

た
め
に
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
６
年
５
月
19
日
（
日
）、
マ
ツ
ダ
ス

タ
ジ
ア
ム
に
て
カ
ー
プ
観
戦
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日

は
、
会
員
や
そ
の
ご
家
族
、
在
校
生
の
保
護
者
等
総
勢

1
５
0
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
経
過
で
す
が
、
ア
ド
ゥ
ワ
投
手
が
初
回
に
3

点
先
制
さ
れ
た
直
後
に
末
包
選
手
の
逆
転
ス
リ
ー
ラ

ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
炸
裂
す
る
等
で
、
結
果
、
９
対
3

で
カ
ー
プ
が
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
勝
利
し
ま
し
た
。

試
合
経
過
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
日
は
、
皆
さ

ま
、
世
代
や
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
輪
に
な
っ
て
親
睦
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
同

窓
生
の
固
い
絆
を
目
の
当
た
り
に
し
て
修
道
へ
の
入

学
の
決
意
を
固
め
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す

（
こ
の
よ
う
な
活
動
が
修
道
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。）。

試
合
終
了
後
、
福
山
方
面
へ
の
帰
路
に
つ
く
途
中

で
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
天
候
が

も
っ
て
く
れ
た
の
も
、
皆
さ
ま
の
日
頃
の
行
い
の
賜

物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
東
部
修
道
会
で
は
、
令
和
６
年
10
月
26
日

（
土
）
に
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
通
常

総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
通
常
総
会
で
も
広
島

県
東
部
地
区
や
岡
山
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
在
校
当
時
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
る
等
し
て
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
甚
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
企
画
を
ご

発
案
い
た
だ
く
と
と
も
に
広
島
パ
ル
コ
パ
ー
テ
ィ
ー

ベ
ラ
ン
ダ
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
前
原
会
長
を

は
じ
め
、
事
前
準

備
や
当
日
の
運
営

に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
わ
り
ま
し
た

幹
事
の
皆
さ
ま
に

こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

カープ観戦の様子

小島　燎氏（高63回）による講演

総会での集合写真
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江
能
修
友
会

江
能
修
友
会��

�

２
０
２
4

�

２
０
２
4
年
活
動
報
告

年
活
動
報
告

江
能
修
友
会

美
濃
　
英
俊
（
高
42
回
）

江
能
修
友
会
の
事
務
局
長
に
昨
年
度
任
命
さ
れ

て
、
初
め
て
会
を
代
表
し
て
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
、
改
め
て
江
能
修
友
会
に
つ
い
て
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
江
能
修
友
会
は
現
在
の

江
田
島
市
に
あ
た
る
、江
田
島
町
と
能
美
島
3
町（
沖

美
町
、
能
美
町
、
大
柿
町
）
出
身
の
修
道
中
高
卒
業

生
の
集
ま
り
と
し
て
、
平
成
７
年
７
月
７
日
に
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
役
に
就
任
し
て
改
め
て
、
設

立
に
動
か
れ
た
先
輩
方
に
敬
意
を
も
っ
て
「
さ
す
が

修
道
生
」
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
活
動
で
す
が
、
4
月
13
日
に
役

員
会
を
開
き
、
本
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。そ
の
議
論
が
終
わ
り
に
差
し
掛
か
る
と
き
に
、

山
下
江
会
長
（
高
23
回
）
か
ら
「
来
年
30
周
年
で
す

ね
。
何
か
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
発
言
が
で
た
。
そ

し
て
決
ま
っ
た
こ
と
が
、
ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
で

す
が
、「
総
会
の
時
に
何
か
し
ら
催
し
を
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
、
30
周
年
に
向
け
て
「
江
田
島
市
出
身

の
修
道
卒
業
生
に
案
内
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
中
に

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
盆
頃
に
役
員
で
集
ま
っ

て
、
具
体
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
６
月
13
日
に
開
催
し
た
総
会
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会
か
ら
は
中
村
靖
富
満

副
会
長
、
学
校
か
ら
は
田
原
俊
典
校
長
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
田
舎
と
呼
ば
れ
る
江
田
島
市
の
中
で
も
風

光
明
媚
と
言
わ
れ
るum

inos

（
サ
ン
ビ
ー
チ
沖
美
）

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
梅
雨
時
で
す
が
天
気
に
も

め
ぐ
ま
れ
、
眼
下
に
海
を
眺
め
な
が
ら
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
総
会
は
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
総
会

（
懇
親
会
）
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
参
加
者
全
員
が

ス
ピ
ー
チ
を
し
た
こ
と
で
す
。修
道
生
の
頃
の
こ
と
、

近
況
、
卒
業
し
て
か
ら
の
こ
と
な
ど
様
々
で
す
。
文

章
で
表
現
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
こ
の
ス
ピ
ー

チ
は
今
ま
で
に
な
い
、
と
て
も
良
い
時
間
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
高
齢
化
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
年
々

参
加
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
江

田
島
市
か
ら
修
道
に
行
っ
た
先
輩
や
後
輩
と
良
い
交

流
の
で
き
る
場
で
あ
れ
る
よ
う
に
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
事
務
局
長
と
し
て
努
め
た
い
と
思
え
た
日

に
な
り
ま
し
た
。

修
道
医
会
令
和

修
道
医
会
令
和
55
年
度
年
度��

��

（
第
（
第
6767
回
）
総
会
　
報
告

回
）
総
会
　
報
告

修
道
医
会

松
本
　
正
俊
（
高
42
回
）

修
道
医
会
は
修
道
学
園
を
卒
業
し
、
主
と
し
て
広

島
県
内
で
医
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
々
の
集
ま

り
で
あ
り
、
会
員
数
は
現
在
９
８
５
名
で
す
。
昭
和

31
年
７
月
1
日
に
発
足
し
て
以
降
、
毎
年
1
回
の
総

会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
家
族
会
（
野
球
観
戦
）
等
を
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
か
ら
学
生
部
会
を
つ
く
り

（
現
在
会
員
数
51
名
）、
広
島
大
学
医
学
部
の
在
学

生
の
み
な
ら
ず
、
他
大
学
医
学
部
の
在
学
生
に
も
よ

び
か
け
て
部
会
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
は
、
令
和
５
年
７
月
29
日
（
土
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
午
後
4
時
30
分
か
ら
の
評
議
員
会
・
総
会

に
お
い
て
、
令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
報

告
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
承
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
24
回
学
術
奨
励
賞
は
兒
島
正
人
先
生

（
高
60
回
：
広
島
大
学
小
児
外
科
）
が
、“A

cadem
ic 

Surgeon

を
目
指
し
て
～
腫
瘍
を
中
心
に
症
例
報
告

か
ら
1
細
胞
解
析
ま
で
～
”
の
論
文
業
績
で
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
第
22
回
社
会
功
労
賞
は
竹
末
芳
生
先
生

（
高
26
回
：
兵
庫
医
科
大
学
名
誉
教
授
、
常
滑
市
民

病
院
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
際
し
て

兵
庫
県
に
お
け
る
感
染
対
策
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
わ
れ

る
と
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
信
な
ど
を
通
し
て

全
国
の
感
染
対
策
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
た
こ
と
で
受
賞
、
第
13
回
文
化
功
労
賞

総会での集合写真
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は
石
橋
克
彦
先
生
（
高
33
回
：
中
電
病
院
院
長
）
が

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
へ
の
循
環
器
病
教
育
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
こ
と
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
午
後
５
時
30
分
か
ら
の
特
別
講
演
（
ⅰ
）

で
は
株
式
会
社
エ
ム
ネ
ス　

代
表
取
締
役
社
長
（
元

グ
ー
グ
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
日
本
代
表
）
の
阿
部
伸
一
氏

（
高
39
回
）
よ
り
、“
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
か
ら
見
た

医
療
の
世
界
と
あ
た
ら
し
い
働
き
方
”
と
題
し
た
ご

講
演
を
拝
聴
し
、
特
別
講
演
（
ⅱ
）
で
は
、
奈
良
県

立
医
科
大
学
微
生
物
感
染
症
学
講
座
教
授
の
矢
野
寿

一
先
生
（
高
38
回
）
よ
り
、“
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
対
策
～
各
種
化
合
物
や
食
品
に
よ

る
不
活
化
効
果
～
”
と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

午
後
７
時
か
ら
は
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。
新

会
長
の
板
本
敏
行
先
生
（
高
28
回
：
県
立
広
島
病
院

院
長
）
の
ご
挨
拶
に
引
き
続
き
、
ご
来
賓
の
林
正
夫

修
道
学
園
理
事
長
、
深
山
英
樹
修
道
学
園
同
窓
会
会

長
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、田
原
俊
典
修
道
中
学
校
・

修
道
高
等
学
校
校
長

か
ら
学
園
の
現
状
を

伺
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
前
述
の
3
つ
の
賞

の
表
彰
と
受
賞
者
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
新
た

に
教
授
に
就
任
さ
れ

た
福
岡
大
学
小
児
科

の
永
光
信
一
郎
先
生

（
高
36
回
）
に
ご
挨

拶
い
た
だ
き
、
埼
玉

医
科
大
学
乳
腺
腫
瘍

科
の
松
浦
一
生
先
生
（
高
44
回
）
よ
り
お
預
か
り
し

た
ご
挨
拶
を
担
当
幹
事
が
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
、
院
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
片
岡
健
先

生
（
高
26
回
：
広
島
厚
生
病
院
）、石
橋
克
彦
先
生
（
高

33
回
：
中
電
病
院
）、
今
村
道
雄
先
生
（
高
39
回
：

山
﨑
病
院
）
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
岐
阜

大
学
の
学
長
に
就
任
さ
れ
た
吉
田
和
弘
先
生
（
高
29

回
）
に
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

学
生
部
会
部
会
長
の
挨
拶
、
校
歌
斉
唱
後
に
山
本

泰
次
先
生
（
高
７
回
）
よ
り
万
歳
三
唱
の
音
頭
を

い
た
だ
き
、
最
後
は
事
務
局
長
松
本
（
高
42
回
）

の
閉
会
の
辞
で
盛
会
裏
に
会
を
終
え
ま
し
た
。

今
年
も
こ
の
会
に
よ
り
修
道
健
児
の
心
意
気
を
示

す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
分
野
で
の
個
々
の
活
躍
と

修
道
同
窓
生
と
し
て
の
連
携
を
確
認
し
た
次
第
で
す
。

第第
6060
回
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

回
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

広
島
修
道
歯
科
医
会毛

利
　
雅
哉
（
高
31
回
）

令
和
５
年
11
月
11
日
（
土
）
午
後
4
時
よ
り

「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
」
に
お
い

て
、
第
60
回
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
見
直
し
と
な
り
、
加
え
て
本
会
の
60
周
年
記

念
総
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
4
年
ぶ
り
の
懇
親
会

開
催
を
含
む
通
常
開
催
で
す
。

総
会
は
久
保
康
治
専
務
理
事
（
高
37
回
）
の
司
会

進
行
で
行
わ
れ
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
い
て
川
原

正
照
会
長
（
高
27
回
）
よ
り
出
席
し
た
会
員
へ
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
庶
務
、
会
計
、
監
査

よ
り
報
告
が
あ
っ
た
後
、
協
議
に
移
り
議
題
「
役
員

改
選
に
つ
い
て
」
は
、
川
原
会
長
に
2
期
目
も
お
願

い
す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
も
明
け
た
の
で
、
親
睦
事

業
と
し
て
カ
ー
プ
観
戦
の
復
活
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
執
行
部
で
検
討
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
60
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
校
出
身
の

人
気
漫
画
家
コ
ン
テ
く
ん
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
コ
ン
テ
く
ん
は
令
和
５
年
3
月
に
「
男
子
校
の

生
態
」
で
角
川
書
店
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
。
修
道
時
代
を

ゆ
る
ゆ
る
と
描
い
た
こ
の
エ
ッ
セ
イ
漫
画
は
、
中
国

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
島
地
区
で
は
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
ど
ん
な
内

容
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
楽
し
み
で
あ
り

ま
し
た
が
、
期
待
に
た
が
わ
ぬ
大
変
面
白
い
お
話
で

参
加
者
一
同
爆
笑
に
つ
ぐ
爆
笑
で
し
た
。
中
で
も
、

「
今
後
第
2
弾
の
本
を
書
く
に
あ
た
り
諸
先
輩
方
に

修
道
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
材
す
る
と
、
面
白
い

話
が
満
載
で
は
あ
る
け
ど
も
す
べ
て
現
在
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
で
は
N
G
の
ネ
タ
ば
か
り
で
本
に
は
書

け
ま
せ
ん
（
笑
）」
と
の
こ
と
で
、
昭
和
を
修
道
で

過
ご
し
た
一
同
は
、
爆
笑
す
る
と
と
も
に
「
そ
り
ゃ

そ
う
だ
」
と
大
き
く
う
な
ず
く
の
で
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
は
専
門
的
な
学
術
講
演
と
な
る
の
で
す
が
、

た
ま
に
は
こ
う
い
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聴
け
る
講
演

も
い
い
も
の
だ
と
感
じ
た
し
だ
い
で
す
。

そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
は
さ
み
午
後
６
時
か
ら
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
田
原
俊
典

校
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
母
校
の
近
況
や
コ
ン
テ

総会での校歌斉唱
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く
ん
の
活
躍
ぶ
り
に
つ
い
て
も
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
懇
親
会
と
い
う
こ
と
、
ま

た
コ
ン
テ
く
ん
の
修
道
に
ま
つ
わ
る
講
演
も
あ
り
、

大
変
賑
や
か
で
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り
会
員
の
親
睦

も
よ
り
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
７
時
30
分
、
毛
利
雅
哉
副
会
長
（
高
31
回
）

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
５５
年
度
年
度��

��

広
島
市
修
道
会
　
活
動
報
告

広
島
市
修
道
会
　
活
動
報
告

広
島
市
修
道
会

長
田
　
開
（
高
67
回
）

広
島
市
修
道
会
は
、
広
島
市
役
所
の
職
員
の
う

ち
、
修
道
中
学
・
高
等
学
校
、
修
道
大
学
の
卒
業
生

約
3
2
0
名
で
構
成
し
て
お
り
、
同
様
に
卒
業
生
の

市
議
会
議
員
の
先
生
方
に
も
顧
問
と
し
て
入
会
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

例
年
は
、
総
会
及
び
懇
親
会
（
こ
れ
に
は
御
来
賓

と
し
て
修
道
中
学
・
高
等
学
校
と
修
道
大
学
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
校
長
と
学
長
の
御
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
。）
の
ほ
か
、
役
員
会
や
幹
事
会
、
忘
年
会
（
又

は
新
年
会
）
等
、
年
4
回
程
度
、
会
員
が
顔
を
合
わ

せ
、
在
学
中
の
思
い
出
を
語
り
合
う
機
会
を
設
け
て

お
り
、
市
役
所
の
中
で
も
歴
史
の
長
い
同
窓
会
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
「
2
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
」

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
６
年
1
月
25
日

に
広
島
市
文
化
交
流
会
館
に
て
4
年
ぶ
り
に
総
会
及

び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
御
来
賓
と
し
て
修
道

中
学
・
高
等
学
校
よ
り
田
原
俊
典
校
長
先
生
、
広
島

修
道
大
学
よ
り
矢
野
泉
学
長
に
御
臨
席
を
賜
り
、
顧

問
で
あ
る
市
議
会
議
員
６
名
と
市
役
所
O
B
1
名
を

合
わ
せ
て
、
総
勢
65
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
会
計
・
監
査
報
告
の

後
、
人
事
異
動
に
伴
う
役
員
の
変
更
等
に
つ
い
て
の

議
題
審
議
が
あ
り
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
懇
親
会
で
は
、
田
原
校
長
、
矢
野
学
長
に
学

園
の
近
況
も
交
え
た
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
多
く
は
、
卒
業
後
に
学
園
に
つ
い
て
触
れ
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
中
学
・
高
校
、
大
学

と
も
に
今
も
な
お
発
展
し
続
け
て
い
る
近
況
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、在
学
中
の
思
い
出
に
浸
る
と
と
も
に
、

大
変
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
公
私
と
も
御
多
用
の
中
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

心
温
ま
る
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
田
原
校
長
、

矢
野
学
長
の
お
二
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
ビ
ン
ゴ
大
会
で

は
、
広
島
の
特
産
品
で
特
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
「
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
商
品
を

中
心
に
合
計
15
点
の
豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ビ
ン
ゴ
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

総
会
当
日
に
結
成
し
た
4
人
組
に
よ
っ
て
、
リ
ー
チ

時
や
ビ
ン
ゴ
達
成
時
に
管
楽
器
に
よ
る
B
G
M
の
生

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
管
楽
器
の
生
演
奏
が
あ
る

こ
と
で
、
通
常
の
ビ
ン
ゴ
大
会
と
は
一
味
違
う
雰
囲

気
と
な
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

昨
今
は
、
市
役
所
内
で
も
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

新
規
メ
ン
バ
ー
の
勧
誘
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
役
所
と
い
う

大
所
帯
の
中
で
、
同
窓
の
先
輩
後
輩
が
一
堂
に
会

し
話
を
す
る
機

会
は
貴
重
で
あ

る
た
め
、
今
後

と
も
会
員
が
楽

し
め
る
よ
う
な

様
々
な
企
画

に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
若
手
会
員

を
増
や
す
と
と

も
に
、
会
を
発

展
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

第60回広島修道歯科医会総会　
令和 ５ 年11月11日　於　ANAクラウンプラザホテル広島

ビンゴ大会の様子
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同窓生だより

新
見
先
生
と
の
出
会
い

新
見
先
生
と
の
出
会
い

髙
瀨
　
正
則
（
高
９
回
）

中
学
二
年
一
学
期
末
、
新
見
剛
士
先
生
（
旧
中
35

回
）
の
体
育
授
業
の
あ
と
教
官
室
に
来
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
。

「
髙
瀨
は
野
球
部
へ
入
っ
た
そ
う
だ
が
、
修
道
の

野
球
部
は
弱
く
て
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
。
修
道
は
蹴
球
が

強
い
の
で
、
蹴
球
部
へ
入
ら
な
い
か
。
君
は
運
動
神

経
が
あ
っ
て
、
足
が
速
い
。」

私
は
修
道
中
学
に
入
る
前
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば

野
球
を
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
近
所
の
仲
間
と
遊
び

で
や
っ
て
い
た
程
度
だ
っ
た
。
広
島
カ
ー
プ
が
誕
生

し
た
頃
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
野
球
だ
っ
た
。
蹴

球
と
い
う
競
技
は
、修
道
に
入
っ
て
初
め
て
知
っ
た
。

「
考
え
て
お
い
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
そ
の
と
き

は
別
れ
た
。

二
学
期
に
入
っ
て
、
ま
た
教
官
室
に
呼
ば
れ
た
。

ま
だ
入
部
の
決
心
は
出
来
て
い
な
か
っ
た
。
校
内
の

グ
ラ
ン
ド
で
休
憩
時
間
に
５
～
６
個
の
ボ
ー
ル
が
飛

び
交
う
中
で
蹴
っ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
。
硬
い
皮
の

ボ
ー
ル
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
出
来
そ
う
に
な
い
。

三
学
期
に
入
り
つ
い
に
決
心
す
る
。
1
月
23
日
、

教
官
室
に
行
っ
て
入
部
す
る
こ
と
を
新
見
先
生
に
伝

え
た
。
最
初
に
声
を
か
け
ら
れ
て
か
ら
半
年
が
経
っ

て
い
た
。

中
学
三
年
に
な
り
第
二
回
広
島
市
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
優
勝
し
た
。
こ
の
年
の
高
校
蹴
球
部
は
第

８
回
国
体
で
二
度
目
の
優
勝
を
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

高
校
に
入
る
と
冬
場
の
練
習
は
体
力
・
走
力
の
強

化
が
主
体
と
な
る
。
宮
島
弥
山
の
山
登
り
、
比
治
山

へ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
ら
れ

た
。
私
は
短
距
離
は
早
い
が
長
距
離
は
苦
手
だ
っ

た
。
比
治
山
へ
の
登
り
の
時
は
、
皆
に
遅
れ
ま
い
と

頑
張
っ
て
い
る
と
、
過
呼
吸
で
走
れ
な
く
な
っ
た
。

心
肥
大
で
薬
を
飲
む
状
態
に
ま
で
な
っ
た
。

高
校
一
年
で
決
心
す
る
。
練
習
は
き
つ
い
し
、
心

臓
も
丈
夫
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
退
部
す
る
こ
と
も
出

来
る
が
、
将
来
の
健
康
の
た
め
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
。

私
が
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
け
た
の
は
丈
夫
な
身

体
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
か
ら
だ
。

高
校
三
年
に
な
り
県
内
の
試
合
は
無
敗
、
第
11
回

国
体
で
三
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
中
学
か
ら
高

校
ま
で
の
同
期
メ
ン
バ
ー
は
６
名
。
Ｇ
Ｋ
井
上
、
Ｆ

Ｂ
垰
、
Ｈ
Ｂ
森
田
、
Ｆ
Ｗ
木
村
・
堀
田
・
髙
瀨
。

そ
の
後
は
広
島
県
社
会
人
リ
ー
グ
の
立
ち
上
げ

に
携
わ
っ
た
り
、
県
審
判
部
員
と
し
て
の
活
動
を

し
た
り
、
広
島
四
十
雀
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
た

り
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
サ
ッ
カ
ー
と
関
わ
っ
て

き
た
。
Ｊ
リ
ー
グ

初
年
度
か
ら
31
周

年
を
迎
え
る
現
在

ま
で
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
応
援

に
は
ほ
ぼ
毎
試
合

行
っ
て
い
る
。

新
見
先
生
か
ら

の
誘
い
が
な
か
っ

た
ら
、
蹴
球
部
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

今
も
新
見
先
生
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

修
道
十
日
会

修
道
十
日
会�

�
�

�
��

卒
業
六
十
六
周
年
同
期
会

卒
業
六
十
六
周
年
同
期
会

池
本
　
章
（
高
10
回
）

去
る
花
見
の
日
、
四
月
三
日
「
半
べ
え
」
で
四
十

名
が
集
い
（
前
回
出
席
者
は
四
十
四
名
）
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
重
森
三
玲
作
の
庭
園
で
桜
花
の
も
と
と

は
行
か
ず
雨
天
の
も
と
室
内
で
の
記
念
撮
影
を
す
ま

せ
、
一
二
時
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。
黙
祷
の
後
（
こ

の
一
年
間
で
十
名
逝
去
）、
世
話
人
代
表
高
木
君
の

母
校
の
近
況
報
告
、
創
始
三
〇
〇
周
年
記
念
事
業
へ

の
寄
付
金
の
お
願
い
の
挨
拶
、
遠
来
の
山
本
修
也
君

の
乾
杯
発
声
の
後
、
歓
談
に
い
り
ま
し
た
。
県
外
か

ら
は
北
海
道
か
ら
八
島
君
、関
東
か
ら
山
本
修
也
君
、

関
西
か
ら
赤
毛
君
、
平
石
君
、
岡
山
か
ら
秋
光
純
君

の
五
人
、
遠
方
よ
り
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
二
時
間
半
は
あ
っ
と
い
う
間
に
経
ち
、
大
角

君
の
校
歌
斉
唱
、
東
君
の
締
め
で
、
一
年
後
に
再
会

全国制覇なる（第11回国民体育大会）
試合終了のホイッスルの鳴った瞬間

林先生、重松コーチ、新見先生、本西君

昭和31年11月 1 日　第11回兵庫国体優勝記念
第二列左より

吉田　森田　山本　池田　林先生　井上　中村　新見先生
第一列左より 

西本　本西　木村　堀田　重松コーチ　竹内　髙瀨　釜田　井口
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を
約
し
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
に
あ
た

り
修
道
後
輩
の
「
半

べ
え
」
金
井
社
長
に

は
送
迎
・
写
真
印

刷
・
設
営
等
何
か
ら

何
ま
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
事
務

局
に
は
開
催
の
案

内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
て
も
ら

い
、
封
筒
・
会
誌
を

頂
き
、
紙
上
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
ま
た
当
日
受
付
に
能
登
半
島
地
震
義
援
金
箱
を

設
け
た
と
こ
ろ
。
参
万
円
の
ご
芳
志
を
頂
き
、
中
国

新
聞
社
会
事
業
団
に
預
託
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
四
月
一
七
日
中
国
新

聞
記
載
）

関
東
修
道
イ
チ
サ
ン
会

関
東
修
道
イ
チ
サ
ン
会�

�
�

�
��　

第
　
第
5050
回
記
念
懇
親
会
模
様

回
記
念
懇
親
会
模
様

中
道（
旧
姓
奥
窪
）　
昇
（
高
13
回
）

新
制
高
校
13
回
生
の
集
ま
り
を
イ
チ
サ
ン
会
と

称
し
て
、
広
島
で
５
年
ご
と
に
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
卒
業
後
35
年
（
1
９
９
６

年
）
の
懇
親
会
で
、
関
東
圏
で
も
開
催
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
1
９
９
７
年
５
月
に
第
1
回
、

以
後
年
2
回
、
コ
ロ
ナ
感
染
期
2
年
間
休
会
を
除

き
、
2
0
2
4
年
５
月
に
関
東
修
道
イ
チ
サ
ン
会
の

第
50
回
記
念
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、

2
0
0
５
年
か
ら
広
島
で
も
4
月
、
10
月
に
年
2
回

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

今
回
の
会
で
は
、
4
月
13
日
に
行
わ
れ
た
広
島
修

道
イ
チ
サ
ン
会
の
状
況
報
告
に
続
き
、
関
東
修
道
イ

チ
サ
ン
会
の
こ
れ
ま
で
50
回
の
活
動
を
一
覧
表
に
ま

と
め
て
、
そ
れ
を
も
と
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
次
の

よ
う
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

① 

参
加
者
数
は
当
初
30
名
台
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま

し
た
が
、
23
回
（
2
0
0
８
年
）
か
ら
20
名
台

に
な
り
、
45
回
（
2
0
1
９
年
）
か
ら
は
10
名

台
に
な
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
田
中
肇
先

生
（
第
５
回
）、
平
田
幸
男
先
生
（
第
14
回
）、

ほ
ぼ
毎
回
広
島
イ
チ
サ
ン
会
か
ら
の
参
加
の
ほ

か
、
関
西
在
住
者
の
飛
び
入
り
参
加
も
あ
り
ま

す
。
会
場
は
、
当
初
東
京
駅
近
辺
の
ホ
テ
ル
、

途
中
、
高
校
８
回
生
の
菅
久
尚
武
先
輩
が
経
営

し
て
い
た
六
本
木
のQ

ueens‘Q

、
な
ど
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
39
回
以
降
は
、
原
宿
に

あ
る
東
郷
神
社
内
の
東
郷
記
念
館
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

② 

ゲ
ス
ト
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、「
日
本
語

に
お
け
る
沖
縄
語
に
つ
い
て
」、「
旧
暦
と
暮
ら

す
─
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
知
恵
ご
よ
み
」、「
修
道

2
８
4
年
祭
と
山
田
十
竹
先
生
」
の
ほ
か
、
人

生
、
経
済
、
医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
話
が
紹

介
さ
れ
、
表
題
一
覧
を
眺
め
て
当
時
を
な
つ
か

し
み
ま
し
た
。

③ 

2
0
0
3
年
の
修
道
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
で

は
、
13
回
生
が
当
番
年
で
、
故
志
村
光
紘
君
を

中
心
に
36
名
が
協
力
し
て
会
の
準
備
・
開
催
し

た
の
は
、
こ
の
期
間
で
の
記
憶
に
残
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

④ 

会
長
は
、
初
回
（
1
９
９
７
年
）
か
ら
８
回

（
2
0
0
0
年
）
ま
で
故
落
合
信
彦
君
、
９
回

か
ら
17
回
（
2
0
0
５
年
）
ま
で
小
辻
一
洋
君
、

18
回
以
降
中
道
（
旧
姓
奥
窪
）
昇
が
務
め
て
い

ま
す
。

次
に
、
広
島
か
ら
の
記
念
懇
親
会
の
ゲ
ス
ト
で
あ

る
山
根
恒
弘
広
島
修
道
イ
チ
サ
ン
会
会
長
か
ら
、

2
0
2
4
年
2
月
1
日
に
開
業
し
た
新
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
、
徳
川
家
康
（
1
５
4
2
年
～
1
６
1
６

年
）
を
御
祭
神
に
お
祀
り
し
た
広
島
東
照
宮
本
地
堂

の
全
解
体
保
存
修
理
、
特
に
漆
塗
は
非
常
に
き
れ
い

に
仕
上
が
っ
て
い
る
こ
と
の
状
況
、
2
0
2
3
年

秋
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
･ 

ス
ポ
ー
ツ
･

フ
ェ
ス
タ
広
島
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

会
の
方
は
、
そ
の
ほ
か
の
参
加
者
か
ら
の
近
況
報

告
の
ほ
か
、
会
員
相
互
の
懇
談
、
次
回
11
月
の
案
内

を
し
て
再
会
を

約
し
て
、
通
常
よ

り
30
分
長
い
、
2

時
間
30
分
の
懇

親
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

数
年
前
、
夫
人

同
伴
で
参
加
し

た
会
員
が
い
た

の
を
機
会
に
、
ほ

か
の
会
員
に
も

夫
人
同
伴
を
呼

び
か
け
、
最
近
は

第５0回記念懇親会　集合写真

卒業六十六周年同期会　集合写真
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夫
人
参
加
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
広
島
イ
チ
サ

ン
会
で
は
ま
だ
会
員
だ
け
の
参
加
な
の
で
、
夫
人
同

伴
に
移
行
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

修
道
第

修
道
第
1515
回
卒
業
生

回
卒
業
生�

�
�

�
��

傘
寿
を
祝
う
会
の
報
告

傘
寿
を
祝
う
会
の
報
告

土
井
　
和
士
（
高
15
回
）

こ
の
度
の
傘
寿
を
祝
う
会
を
計
画
す
る
と
き
、
果

た
し
て
何
人
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
役
員
で

心
配
し
た
。
諸
先
輩
方
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
か

ら
と
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。
な
ん
と
か
60
名
以
上
の

参
加
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
案
内
文
等
に
工
夫
を
こ

ら
し
た
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
り
、

な
ん
と
72
名
の
参
加
者
を
得
た
。

参
加
者
が
多
い
と
友
の
顔
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で

い
ろ
ん
な
思
い
出
が
湧
き
出
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
で

追
懐
の
喜
び
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
い
ろ
ん
な
過
去

の
場
面
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
そ
の
と
き
の
音
が
心
の
中

で
響
き
、
匂
い
ま
で
も
が
漂
っ
て
く
る
の
だ
。
実
に

懐
か
し
く
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
。
そ
れ
は
一
人
の

顔
を
見
れ
ば
一
人
の
量
の
二
人
の
顔
を
見
れ
ば
二
人

の
量
の
思
い
出
が
わ
い
て
く
る
。
だ
か
ら
多
数
の
同

級
生
の
参
加
の
お
か
げ
で
思
い
出
と
い
う
土
産
袋
は

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
多
く
の
友
よ
あ
り
が
と
う
。

最
初
の
案
内
の
時
、
富
室
君
と
朝
村
君
か
ら
2
回

励
ま
し
の
電
話
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
久
保
田
君
、

小
方
君
、
庄
野
君
、
国
光
君
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は

国
光
君
が
「
お
前
ら
し
い
良
い
文
章
だ
っ
た
」
と
褒

め
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
何
回
も
こ
う
し
た

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
事
前
に
励
ま
し
の
電
話
を

い
た
だ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。

こ
の
間
、
小
生
は
階
段
か
ら
落
ち
、
二
ヶ
月
間
以

上
マ
ウ
ス
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
準
備
の

事
務
作
業
が
遅
れ
、
田
中
君
や
竹
中
君
か
ら
叱
咤
叱

咤
？
（
励
ま
さ
れ
が
正
し
い
）
さ
れ
、
耳
が
難
聴
に

な
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。（
ゴ
メ

ン
）
し
か
し
、
何

か
と
補
っ
て
く
れ

た
の
で
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
る
。

特
に
竹
中
君
の

デ
ー
タ
入
力
に

は
本
当
に
助
か
っ

た
。
ま
た
、
田
中

君
の
身
障
者
で
あ

る
小
生
を
優
し
く

思
い
や
る
気
持
ち

に
は
心
の
中
で
両

手
を
合
わ
せ
た
。

こ
れ
か
ら
は
思

い
出
を
た
ど
る
だ

け
で
は
な
く
、
思

い
出
を
作
る
よ
う

な
同
期
会
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
参
加
者

か
ら
は
毎
年
開
催

す
る
よ
う
要
望
す

る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
一
年
半
年
ご
と
に
開
催

し
た
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
通

り
暖
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

詳
し
い
報
告
はhttp://w

w
w

.tennis-school.net/
shudo15/index.htm

l

に
あ
る
。

修
道
高
校

修
道
高
校
1616
回
卒
業

回
卒
業�

�
�

�
��

6060
周
年
記
念
同
期
会

周
年
記
念
同
期
会

令
和
６
年
６
月
６
日
（
木
）
12
時
30
分
～ 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

厚
井
　
範
彦
（
高
16
回
）

前
回
が
５
年
前
の
開
催
で
し
た
が
、「
今
回
で
最

後
の
同
期
会
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
案
内
文
の
影
響

か
、
前
回
が
百
名
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
1
2
2
名
、
関

東
か
ら
33
名
、関
西
か
ら
も
８
名
の
参
加
者
と
な
り
、

欠
席
葉
書
に
も
参
加
で
き
な
い
の
が
本
当
に
残
念
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
同
期
の
絆
の
強
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
次
の
4
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①
前
日
の
カ
ー
プ
観
戦
（
28
名
）

②
当
日
午
前
中
の
母
校
訪
問
（
32
名
）

③
弘
中
惇
一
郎
「
絵
画
展
」（
3
2
0
名
）

④
翌
日
の
賀
茂
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
（
20
名
）

し
か
し
、
こ
の
５
年
の
間
に
十
数
名
も
の
同
期
が

鬼
籍
に
入
ら
れ
、
来
年
に
は
傘
寿
（
80
歳
）
を
迎
え

る
我
々
な
の
で
恩
師
も
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
畠
眞
實

先
生
（
高
7
回
）
の
み
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り

講
義
も
受
け
ま
し
た
。
先
生
の
講
義
を
懐
か
し
い
授

業
と
し
て
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
私
が
先
生
と
の
会

を祝う会　修道高等学校第15回卒業生参加者
2024年3月31日(日)ホテルグランヴィア広島

を祝う会　修道高等学校第15回卒業生参加者
2024年3月31日(日)ホテルグランヴィア広島
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話
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
事
前
に
同
期

会
の
打
ち
合
わ
せ
で
先
生
の
お
宅
を
訪
問
し
た
際
の

次
の
言
葉
で
す
。

「
結
婚
後
、
63
年
間
連
れ
添
っ
た
妻
を
こ
の
3
月

に
亡
く
し
、
独
り
で
い
る
の
で
話
す
こ
と
が
な
く
な

り
、
淋
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
後

に
残
さ
れ
て
も
悲
し
い
し
辛
い
け
れ
ど
も
、
妻
に
こ

の
悲
し
み
を
与
え
な
か
っ
た
か
ら
、
妻
が
先
に
逝
っ

て
く
れ
た
か
ら
、
そ
れ
は
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
。

究
極
の
夫
婦
の
絆
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
だ
と
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
、
奥
様
の
介
護
を
得
て
ヨ
レ
ヨ
レ
な

が
ら
参
加
し
た
者
、肺
の
病
気
に
罹
り
欠
席
す
る
が
、

妻
の
介
護
が
な
け
れ
ば
毎
日
の
生
活
が
成
り
立
た
な

い
、
と
妻
に
感
謝
す
る
手
紙
を
寄
せ
た
者
。

こ
れ
ら
は
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
の
夫
婦
の
絆
の
大

切
さ
を
改
め
て
示
し
て
く
れ
た
気
が
致
し
ま
す
。

そ
し
て
会
が
終
わ
っ
た
時
「
何
で
こ
ん
な
に
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
会
を
最
後
に
す
る
の
か
」
と
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

『
養
生
訓
』
を
書
い
た
貝
原
益
軒
が
「
老
い
に
至

り
て
娯

た
の
し
みを
増
す
」
の
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

誰
し
も
出
来
れ
ば
老

い
て
楽
し
み
を
増
す

人
生
を
送
り
た
い
と

願
い
ま
す
が
、
益
軒
の

い
う
娯
は
外
に
求
め

る
の
で
は
な
く
内
な

る
娯
と
し
て
自
然
と

読
書
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
私
達
は
今
回
の
同

期
会
を
機
に
、
老
年
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る

夫
婦
の
絆
を
、
既
に
妻
を
亡
く
し
て
い
る
者
は
懐
か

し
い
想
い
出
を
益
軒
の
い
う
老
い
の
娯
に
加
え
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
今
回
、
持
病
を
抱
え
な
が
ら
も
参
加
し
て

く
れ
た
方
々
に
「
感
謝
」
し
、多
く
の
声
に
応
え
て
、

数
年
後
に
元
気
で
あ
れ
ば
、
お
世
話
が
で
き
る
「
老

い
の
娯
」
を
胸
に
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
の
宮
島

安
芸
の
宮
島�

�
�

�

「
た
ま
げ
た
チ
キ
ン
カ
レ
ー
」

「
た
ま
げ
た
チ
キ
ン
カ
レ
ー
」

阿
部
　
年
雄
（
高
17
回
）

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
中
学
時
代
の
あ
の
出
来
事

を
思
い
出
し
た
の
は
二
十
数
年
前
、
東
京
で
金
融
・

リ
ー
ス
会
社
の
役
員
を
し
て
い
た
と
き
に
は
じ
め
て

出
席
し
た
関
東
支
部
の
同
期
会
だ
っ
た
。
新
入
り
は

私
だ
け
で
近
況
報
告
を
し
た
ら
、
さ
っ
そ
く
本
田
憲

三
君
か
ら
「
阿
部
と
言
ゃ
ー
宮
島
で
の
チ
キ
ン
カ

レ
ー
、
あ
れ
に
ゃ
ー
ほ
ん
ま
た
ま
げ
た
わ
！
」
で
一

同
の
注
目
を
集
め
、
や
が
て
大
爆
笑
に
な
っ
た
。
彼

は
私
の
こ
と
を
こ
の
一
件
で
、
実
に
四
十
年
以
上
も

鮮
明
に
記
憶
し
て
く
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
い
や

は
や
。

中
学
に
入
学
し
て
初
め
て
の
５
月
連
休
、
陽
気
に

誘
わ
れ
て
近
所
の
瀬
野
川
で
小
学
校
時
代
の
友
人
た

ち
と
泳
い
で
風
邪
を
ひ
き
、
数
日
た
っ
て
も
高
熱
と

咳
が
収
ま
ら
ず
階
段
を
上
ろ
う
に
も
脚
に
ま
っ
た
く

力
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。
急
遽
、
病
院
で
診
察
を
受

け
る
と
医
師
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
示
し
な
が
ら

「
肺
全
体
が
真
っ
白
に
写
る
ほ
ど
重
度
の
肺
炎
。
肋

膜
炎
と
初
期
の
肺
結
核
で
あ
る
肺
浸
潤
も
併
発
し
て

い
る
か
ら
も
う
少
し
で
手
遅
れ
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
」と
診
断
さ
れ
、そ
の
ま
ま
国
立
畑
賀
療
養
所（
現
・

安
芸
市
民
病
院
）
に
4
か
月
入
院
す
る
羽
目
に
な
っ

た
。自

宅
療
養
を
経
て
よ
う
や
く
復
学
し
た
の
は
10
月

で
、
留
年
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、
授
業
に
は
ま
っ
た

く
つ
い
て
い
け
ず
、
な
ら
ば
と
「
基
礎
体
力
を
取
り

戻
す
こ
と
」
を
当
面
の
目
標
に
休
日
の
た
び
に
〈
自

宅
か
ら
見
え
る
山
〉
に
登
り
始
め
た
。
昼
食
用
に
お

に
ぎ
り
な
ど
を
持
ち
、
水
筒
を
か
つ
い
で
い
ず
れ
も

数
百
メ
ー
ト
ル
の
低
山
だ
っ
た
が
、
同
じ
山
で
も
違

う
ル
ー
ト
で
登
っ
た
り
、
尾
根
を
縦
走
し
た
り
し
て

そ
れ
を
５
万
分
の
1
地
形
図
に
赤
鉛
筆
で
記
録
し

た
。
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
専
念
し
た
成
果
と
し
て
健

康
を
取
り
戻
し
い
っ
ぱ
し
の
「
ア
ウ
ト
ド
ア
少
年
」

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
3
で
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
り
、
本
田
君
な
ど
親
し

く
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
間
で
「
親
睦
ハ
イ
キ
ン
グ
」

母校訪問での集合写真

修道高校16回卒業60周年並びに傘寿記念同期会
2024年6月6日（木）　於　リーガロイヤルホテル広島

校歌斉唱
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の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。「
せ
っ
か
く
な
の
で
チ

キ
ン
カ
レ
ー
を
現
地
で
作
ろ
う
」
と
い
う
私
の
提
案

が
採
用
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
候
補
地
か
ら
宮
島
を
選

ん
だ
。
ご
存
じ
日
本
三
景
の
ひ
と
つ
だ
が
、
厳
島
神

社
や
大
鳥
居
と
は
反
対
側
＝
東
側
の
海
岸
で
、
と
決

ま
っ
た
。
行
っ
た
こ
と
が
な
い
〈
わ
く
わ
く
感
〉
も

あ
っ
た
の
か
他
の
ク
ラ
ス
か
ら
も
９
人
ほ
ど
が
参
加

を
表
明
し
た
。

な
ぜ
チ
キ
ン
カ
レ
ー
だ
っ
た
か
と
い
う
と
「
う
ち

は
自
家
消
費
用
に
数
十
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
い

る
か
ら
そ
れ
を
持
っ
て
行
く
」と
請
け
負
っ
た
か
ら
。

カ
レ
ー
の
ほ
う
は
広
島
市
内
に
住
む
メ
ン
バ
ー
が
購

入
す
る
こ
と
に
し
た
く
ら
い
だ
か
ら
今
人
気
の
凝
っ

た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
な
ど
で
は
な
く
、「
家
カ
レ
ー
」

の
牛
肉
や
豚
肉
の
代
わ
り
に
鶏
肉
を
入
れ
る
こ
と
に

し
た
。
各
自
、
食
器
と
ス
プ
ー
ン
を
持
参
し
て
、
宮

島
口
桟
橋
に
当
日
朝
に
集
合
す
る
こ
と
に
な
り
、

は
っ
き
り
と
時
間
も
決
め
た
は
ず
だ
が
そ
れ
は
忘
れ

た
。言

い
出
し
っ
ぺ
の
私
が
い
ち
ば
ん
責
任
重
大
で
、

忘
れ
も
の
が
な
い
よ
う
に
準
備
リ
ス
ト
ま
で
作
っ
て

飯
盒
や
鍋
、
ま
な
板
代
わ
り
の
ベ
ニ
ヤ
板
、
ナ
イ
フ

や
包
丁
に
マ
ッ
チ
な
ど
の
小
物
ま
で
揃
え
、
数
日
前

か
ら
キ
ス
リ
ン
グ
＝
厚
手
の
綿
布
製
リ
ュ
ッ
ク
＝
に

あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
詰
め
た
り
、
出
し

た
り
。
野
菜
類
は
前
日
に
あ
ら
か
じ
め
適
当
な
大
き

さ
に
カ
ッ
ト
し
た
が
、肝
心
の
鶏
肉
は
当
日
朝
に「
品

定
め
」
す
る
こ
と
に
し
た
。

宮
島
口
へ
は
最
寄
り
の
山
陽
本
線
の
列
車
で
安
芸

中
野
駅
か
ら
広
島
駅
ま
で
行
き
、
岩
国
行
き
に
乗
り

換
え
て
行
っ
た
が
、
集
合
場
所
で
皆
が
ま
ず
「
た
ま

げ
た
」
の
は
私
の
ザ
ッ
ク
の
上
に
、
通
気
用
の
穴
を

い
く
つ
も
開
け
た
飼
料
用
の
紙
袋
が
括
り
つ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
。
勘
の
い
い
の
は
「
え
っ
！
ニ
ワ
ト
リ

を
生
き
た
ま
ま
持
っ
て
き
た
の
？
」。「
肉
だ
と
こ
の

時
期
、
傷
ん
で
は
い
け
ん
と
思
っ
て
」
と
す
ま
し
顔

の
私
。
こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
宮
島
へ
は
当

然
な
が
ら
デ
ッ
キ
が
使
え
る
国
鉄
の
連
絡
船
で
向

か
っ
た
。
肝
心
の
ニ
ワ
ト
リ
は
朱
塗
り
の
大
鳥
居
を

連
想
し
て
？
赤
卵
を
産
む
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
に
し
よ

う
か
と
思
っ
た
が
白
色
レ
グ
ホ
ン
の
ほ
う
が
若
く
て

肉
質
が
や
わ
ら
か
そ
う
と
い
う
理
由
で
チ
ョ
イ
ス
。

バ
タ
つ
く
と
困
る
の
で
脚
は
あ
ら
か
じ
め
ひ
も
で

括
っ
て
い
た
も
の
の
鳴
か
れ
る
の
が
一
番
心
配
だ
っ

た
。「
生
き
た
鶏
肉
」
を
持
っ
て
行
っ
た
く
ら
い
だ

か
ら
、
季
節
は

初
夏
で
、
あ
ま

り
人
の
い
な
い

海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
前
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

宮
島
で
は
桟
橋
か
ら
厳
島
神
社
に
続
く
商
店
街
と

は
反
対
側
へ
島
を
時
計
回
り
に
ひ
た
す
ら
歩
い
た
が

ど
こ
ま
で
行
っ
た
か
は
さ
っ
ぱ
り
記
憶
が
な
い
の

で
、
付
き
合
い
の
あ
る
垣
内
政
治
君
に
問
い
合
わ
せ

た
。
届
い
た
手
紙
に
は
「
ネ
ッ
ト
の
地
図
で
調
べ
た

ら
、
青
海
苔
浦
に
間
違
い
な
い
。
時
計
回
り
の
道
路

が
途
切
れ
た
箇
所
が
青
海
苔
浦
。
そ
こ
に
は
小
さ
な

川
と
三
角
州
が
あ
る
の
で
水
の
確
保
と
テ
ン
ト
設
営

に
は
最
適
な
場
所
…
い
や
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
一
泊

し
た
か
日
帰
り
だ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
」
と

あ
っ
た
。

待
て
よ
！
グ
ー
グ
ル
の
地
図
ア
プ
リ
な
ら〈
現
況
〉

は
わ
か
る
が
六
十
年
以
上
前
だ
か
ら
違
う
か
も
し
れ

な
い
と
、
書
庫

か
ら
い
ち
ば
ん

古
い
昭
和
35
年

改
訂
版
の
五
万

分
の
一
地
形
図

「
厳
島
」を
引
っ

張
り
出
し
て
調

べ
て
み
た
。
す

る
と
最
初
の
杉
ノ
浦
は
民
家
が
多
く
て
無
理
。
手
紙

に
「
リ
ー
ダ
ー
た
る
貴
君
が
先
へ
先
へ
と
進
む
の
で

暑
さ
と
歩
き
疲
れ
で
不
平
を
口
に
す
る
も
の
が
出
て

き
た
状
況
を
思
い
出
し
た
」
と
あ
っ
た
の
で
、
桟
橋

か
ら
小
一
時
間
、
約
６
キ
ロ
の
包
ケ
浦
だ
っ
た
と
推

定
、
そ
こ
か
ら
10
キ
ロ
も
先
の
青
海
苔
浦
で
は
な
さ

そ
う
と
結
論
付
け
た
。

手
紙
に
は
続
け
て
「
水
遊
び
を
す
る
連
中
が
い
る

な
か
で
、
貴
君
は
俺
た
ち
に
ひ
と
言
告
げ
て
背
後
の

山
に
籠
り
、神
事
を
執
り
行
っ
た
。
そ
し
て
直
会（
な

お
ら
い
）
と
な
り
、
皆
で
チ
キ
ン
カ
レ
ー
を
お
い
し

く
食
べ
た
」
と
。
神
事
、
直
会
で
す
っ
て
。
小
学
生

の
こ
ろ
、
父
か
ら
伝
授
さ
れ
た
ニ
ワ
ト
リ
を
解
体
す

る
〈
神
事
〉
は
と
も
か
く
、ひ
ょ
っ
と
し
て
〈
直
会
〉

の
写
真
が
残
っ
て
い
な
い
か
と
探
し
て
み
た
が
残
念

な
が
ら
見
当
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
の
参
加
者
の
何
人
か
は

名
前
ま
で
確
実
に
思
い
出
し
た
が
、
す
で
に
故
人
に

な
っ
た
の
で
こ
れ
以
上
、
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
は
か

な
わ
な
い
。「
元
・
ア
ウ
ト
ド
ア
少
年
」
の
私
も
77

歳
。
京
都
で
読
売
新
聞
記
者
だ
っ
た
縁
で
当
時
は
新

興
企
業
だ
っ
た
京
セ
ラ
に
転
じ
た
ま
で
は
同
期
会
の

面
々
も
ご
存
じ
だ
が
、
趣
味
で
あ
る
海
を
漕
ぐ
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
で
、
二
年
前
に
は
九
番
目
と
な
る
鹿
児
島

ニワトリを背負って行く様子

宮島の地図
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県
種
子
島
と
佐
多
岬

間
の
大
隅
海
峡
約
50

キ
ロ
を
渡
る
遠
征
隊

の
隊
長
を
つ
と
め
る

な
ど
、
現
役
の
シ
ー

カ
ヤ
ッ
カ
ー
と
い
う

一
風
変
わ
っ
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
な

ら
き
っ
と
「
た
ま
げ
て
い
る
」
に
違
い
な
い
。

「
修
道
高
校

「
修
道
高
校
2323
回
生
卒
業

回
生
卒
業
5050
周
年
周
年����

��

＆
古
希
記
念
同
期
会
」の
ご
報
告

＆
古
希
記
念
同
期
会
」の
ご
報
告

2
0
2
3
年
９
月
27
日

卒
業
50
周
年
＆
古
希
記
念
同
期
会

山
下
　
江
（
高
23
回
）

2
0
2
3
年
９
月
23
日
（
土
）
17
時
よ
り
、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
て
「
修
道
高
校
23
回
生

卒
業
50
周
年
＆
古
希
記
念
同
期
会
」
が
、
同
期
生

1
1
0
名
と
恩
師
2
名
（
内
先
生
７
回
生
87
歳
、
有

田
先
生
９
回
生
84
歳
）
の
ご
参
加
の
も
と
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
塚
本
君
・
村
上
隆
治
君

と
と
も
に
そ
の
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

（
事
務
局
は
佃
君
）。
ま
ず
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
会
を
持
と
う
と
し
て
準
備
を
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
4
年
前
の
2
0
1
９
年
10
月
10
日
で
す
。

2
0
2
1
年
3
月
で
修
道
高
校
卒
50
年
に
な
る
の

で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
同
期
会
を
や
ろ
う
と
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
2
0
年
に
な
り
コ
ロ
ナ
禍
が
始

ま
り
、収
ま
り
か
け
た
と
思
う
と
ま
た
悪
化
し
た
り
、

こ
の
会
は
3
回
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
全

員
が
古
希
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
、

古
希
祝
い
も
兼
ね
よ
う
と
い
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

打
合
せ
会
議
を
重
ね
る
中
で
、
一
つ
は
、
卒
50
周

年
を
記
念
し
て
学
校
に
何
か
を
寄
贈
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
て
学
校
の
要
望
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
図
書
館
の
書
棚
が
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
の

で
、
こ
れ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

予
算
は
27
万
５
0
0
0
円
で
し
た
が
、
同
期
生
か

ら
集
ま
っ
た
寄
付
は
67
万
５
0
0
0
円
で
し
た
。

余
っ
た
お
金
は
修
道
学
園
創
立
3
0
0
周
年
記
念
事

業
へ
の
寄
付
に
回
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
同
事
業
へ
の
寄
付
で
す
が
、
修
道
中
高
同

窓
会
全
体
で
2
億
円
を
集
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
現
在
あ
と
少
し
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
23
回
生
か

ら
は
匿
名
で
1
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
し
た
方
が
お

ら
れ
、
現
在
23
回
生
の
寄
付
額
は
同
窓
会
全
学
年
の

2
位
、あ
と
2
0
0
万
円
で
1
位
に
な
る
よ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

も
う
一
つ

が
、
今
回
発
行

を
予
定
し
て
い

る「
記
念
文
集
」

で
す
。
堀
内
君
、
藤
原
君
、
徳
丸
君
、
植
本
君
ら
が

中
心
と
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
原
稿
を
集
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
よ

い
機
会
に
な
り
、
ま
た
、
他
の
同
期
生
が
卒
業
後
ど

ん
な
生
活
を
し
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
、貴
重
な
資
料
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
23
日
同
期
会
の
昼
間
に
は
約
50
名
に
て
、

学
校
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
弓
道
、
剣

道
、
柔
道
な
ど
を
行
え
る
新
「
敬
道
館
」
が
完
成
し

て
お
り
、こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新「
敬

道
館
」
に
は
、
全
国
の
中
学
高
校
で
初
め
て
と
い
う

「
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
」も
あ
り
ま
す
。
ス
カ
ッ
シ
ュ

は
ま
だ
ま
だ
全
国
の
取
り
組
み
が
低
調
な
な
か
で
の

先
駆
的
な
挑
戦
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
も
夢

で
は
な
い
よ
う
で

す
。翌

24
日
に
は
、

16
名
参
加
の
元
、

記
念
ゴ
ル
フ
大
会

が
美
和
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
岩
国
市
）

に
お
い
て
行
わ
れ
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
幹
事
の
煙

石
君
、
あ
り
が
と
う

学校見学会での集合写真

新図書館へ寄贈した書棚

卒業50周年＆古希記念同期会　集合写真

ご本人近景（2022年 6 月）
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ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
す
で
に
同
期
生
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
、
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
、
同
期
会
時
点
で
53
人

で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
生
き
残
れ
た
方

は
、
運
が
良
か
っ
た
も
の
と
思
い
、
与
え
ら
れ
生
か

さ
れ
て
き
た
命
に
感
謝
し
て
、
日
々
、
充
実
し
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
健
康
に
気
を
付
け
て
、

2
0
2
５
年
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
次
回
同
期
会
に

て
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
班
と

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
班
と����

��

藤
田
先
生
の
思
い
出

藤
田
先
生
の
思
い
出

中
村
　
憲
二
郎
（
高
41
回
）

私
は
三
五
年
来
、
登
山
の
際
に
ご
み
拾
い
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
不
道
徳
者
の

私
が
中
学
二
年
生
の
道
徳
の
授
業
に
、
講
師
と
し
て

呼
ん
で
い
た
だ
き
、
山
の
ご
み
に
つ
い
て
お
話
し
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
同
窓
会
誌
寄
稿
の

お
声
か
け
を
頂
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
も
と
も
と
将
棋
班
に
入
部
し
て
い
た
の
で

す
が
、中
学
一
年
夏
の
林
間
学
校
の
三
瓶
登
山
の
際
、

助
手
と
し
て
引
率
し
て
下
さ
っ
た
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
班
（
以
下
ワ
ン
ゲ
ル
班
）
の
先
輩
の
姿
に
憧
れ
、

中
学
二
年
か
ら
掛
け
持
ち
と
い
う
形
で
ワ
ン
ゲ
ル
班

に
入
部
し
ま
し
た
。

当
時
、
ワ
ン
ゲ
ル
班
の
恒
例
行
事
に
、
夏
の
中
国
横

断
と
春
の
中
国
横
断
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
の

中
国
横
断
は
、
高
校
部
員
が
新
任
教
員
に
声
を
か
け
、

夏
休
み
に
修
道
か
ら
松
江
駅
ま
で
約
二
二
〇
㎞
を
、

寝
袋
持
参
で
お
寺
の
お
堂
に
泊
め
て
も
ら
い
な
が
ら

四
泊
五
日
で
歩
く
も
の
で
す
。（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
る
よ
う
に
な
っ
て
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
）ま
た
、

春
の
中
国
横
断
は
、
春
休
み
に
浜
田
駅
か
ら
修
道
ま

で
約
一
一
五
㎞
を
、
徹
夜
で
歩
き
通
し
て
帰
っ
て
く

る
と
い
う
も
の
で
す
。

高
校
生
に
な
っ
て
、
私
が
初
め
て
夏
の
中
国
横
断

に
参
加
す
る
際
、
新
任
教
員
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
藤

田
昌
信
先
生
（
高
34
回
）
に
一
緒
に
歩
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
元
々
は
「
ワ
ン
ゲ
ル
班
員
が
新
任
教
員

を
過
酷
な
目
に
遭
わ
せ
シ
ゴ
く
」
と
い
う
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、
旅
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
毎
朝

暗
い
う
ち
か
ら
藤
田
先
生
に
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
道

中
も
叱
咤
激
励
さ
れ
、
班
員
が
見
事
返
り
討
ち
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
が
ご
縁
と
な
り
、
次
の
年
か
ら
藤
田
先
生
に

は
ワ
ン
ゲ
ル
班
の
顧
問
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
昨
年

度
末
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
っ
て
ワ
ン

ゲ
ル
班
を
率
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ワ

ン
ゲ
ル
班
は
体
育
館
裏
の
不
良
の
た
ま
り
場
の
よ
う

な
所
で
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

初
出
場
を
果
た
し
た
か
と
思
う
と
、
そ
の
ま
ま
出
場

常
連
校
に
な
り
、
と
う
と
う
全
国
優
勝
は
全
国
最
多

の
六
回
を
数
え
る
ま
で
に
大
き
く
成
長
を
遂
げ
ま
し

た
。
今
ワ
ン
ゲ
ル
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大
き
な
顔
を
し
て
い

ら
れ
る
の
は
、
ま
じ
め
に
練
習
に
励
ん
で
く
れ
た
後

輩
班
員
と
、
お
休
み
と
自
家
用
車
を
犠
牲
に
し
な
が

ら
も
班
員
を
鍛
え
て
下
さ
っ
た
、
顧
問
の
先
生
方
の

お
陰
だ
と
、
不
良
時
代
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
私
が
高
校
一
年
時
の
修
道

新
聞
に
、
新
任
教
員
の
藤
田
先
生
が
自
己
紹
介
と
し

て
、
学
生
時
代
に
さ
れ
た
「
自
転
車
ア
メ
リ
カ
大
陸

横
断
」
の
お
話
を
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
。「
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
を
越
え
る
の
に
、
一
日
中
上
り
坂
を
こ
ぎ
続
け

た
」「
疲
れ
果
て
て
道
ば
た
に
寝
転
ん
で
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
な
が
ら
見
上
げ
た
空
が
と
て
も
青

か
っ
た
」。
そ
れ
を
読
ん
だ
私
は
、
年
の
近
い
身
近

な
人
の
経
験
し
た
そ
の
光
景
が
リ
ア
ル
に
目
に
浮
か

ん
で
来
て
、
そ
れ
ま
で
本
の
世
界
で
し
か
な
か
っ
た

「
大
陸
横
断
」「
冒
険
」
と
い
う
も
の
が
急
に
身
近

な
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
僕
に
も
で
き
る
か

も
」
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
徒
歩

縦
断
」「
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
徒
歩
縦
断
」「
ウ
ユ
ニ

塩
原
徒
歩
横
断
」
な
ど
の
冒
険
旅
の
原
点
に
な
り
ま

し
た
。
修
道
に
は
個
性
的
な
先
生
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
そ
の
先
生
方
の
多
様
な
価
値
観
や
経
験
談

に
触
れ
る
こ
と
で
、
若
く
柔
軟
な
修
道
生
の
可
能
性

の
幅
が
、
ど
ん
ど
ん
広
げ
ら
れ
て
い
く
の
だ
な
と
感

じ
ま
す
。

藤
田
先
生
に
は
、顧
問
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、

私
が
高
校
二
年
を
終
え
た
春
の
中
国
横
断
で
も
一
緒

に
歩
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
早
足
で
歩
き
、

こ
ま
め
に
休
み
を
取
り
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
で
す

が
、
藤
田
先
生
は
「
時
速
五
㎞
で
歩
け
ば
二
三
時
間

2022年度末
中国横断にて藤田先生の後ろ姿
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で
着
く
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
、
あ
ま
り
休
ま
ず

歩
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
数
学
の
先
生
ら
し
い

な
あ
」
と
思
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
初
め

こ
そ
私
が
先
行
し
て
い

た
の
で
す
が
、
や
が
て

追
い
つ
か
れ
、
広
島
県

に
入
っ
て
か
ら
も
、
日

が
暮
れ
て
か
ら
も
、
お
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
必
死

で
後
に
つ
い
て
歩
き
、
広
島
市
内
ま
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
広
島
Ｉ
Ｃ
が

で
き
た
ば
か
り
で
、
周
り
に
ま
だ
何
も
な
く
、
真
っ

暗
で
寂
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

三
五
年
の
近
い
長
い
時
を
経
て
、
一
昨
年
度
末
、

今
も
続
く
「
春
の
中
国
横
断
」
に
、
再
び
藤
田
先
生

と
共
に
挑
み
ま
し
た
。
私
の
方
が
若
い
は
ず
で
し
た

が
、
高
校
生
の
時
と
同
じ
く
、
藤
田
先
生
の
後
に
つ

い
て
、
お
い
て
行
か
れ
な
い
よ
う
ず
っ
と
必
死
で
つ

い
て
歩
く
こ
と
に
。
懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。
道
中
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い

て
、
そ
の
点
は
昔
よ
り
歩
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
現

在
班
員
は
二
四
時
間
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
私
だ
け

途
中
離
脱
と
い
う
形
に
し
て
も
ら
っ
て
歩
き
続
け
、

二
七
時
間
で
修
道
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
年
現

役
班
員
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
最
速
記
録
は
、
こ
の

半
分
の
時
間
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

藤
田
先
生
は
今
春
長
い
お
勤
め
を
終
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
顧
問
は
引
き
続
き
続
け
て
下
さ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ワ
ン
ゲ
ル
班
を
、
皆
様
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

高
校
高
校
6767
回
同
期
会

回
同
期
会�
�

�
�

��

（
同
窓
大
会
決
起
大
会
）

（
同
窓
大
会
決
起
大
会
）

坂
本
　
匡
弘
（
高
67
回
）

去
る
2
0
2
4
年
2
月
23
日
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
67
回
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
学
年
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
も
ご
多

用
の
中
ご
参
加
い
た
だ
き
、
当
時
の
学
年
主
任
で
現

在
修
道
中
学
校
・
高
等
学
校
事
務
長
を
お
務
め
の
竹

川
誠
先
生
（
高
29
回
）、
な
ら
び
に
各
担
任
の
先
生

方
７
名
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
年
と
し
て
互
い
が
顔
を
合
わ
せ
る
イ
ベ
ン
ト

は
2
0
1
７
年
に
我
々
が
成
人
を
迎
え
て
以
来
と
な

り
、
す
っ
か
り
容
貌
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ヤ
ツ
、

相
も
変
わ
ら
ず
の
ヤ
ツ
、
た
く
さ
ん
の
学
友
と
実

に
７
年
ぶ
り
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。（
私
は
私
で

す
っ
か
り
体
重
を
積
み
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
）

思
い
返
せ
ば
こ
の
７
年
間
、
我
々
の
世
代
に
関

し
て
も
非
常
に
多
く

の
出
来
事
や
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。「
イ

ン
ス
タ
映
え
」
が
流

行
語
大
賞
と
な
っ
た

2
0
1
７
年
、
タ
ナ

キ
ク
マ
ル
擁
す
る
広

島
東
洋
カ
ー
プ
が
球

団
初
の
セ
・
リ
ー
グ

3
連
覇
を
達
成
し
た

2
0
1
８
年
な
ど
、

華
や
か
で
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

つ
つ
、
一
方
で
、

元
号
が
「
令
和
」

に
な
っ
た
か
と
思

え
ば
突
如
と
し
て

社
会
行
動
を
制
限

さ
れ
て
し
ま
っ
た

2
0
2
0
年
の
コ

ロ
ナ
禍
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
中
心
の
働

き
方
の
登
場
、

2
0
2
1
年
の
就

職
活
動
ル
ー
ル
変

更
…
。
挙
げ
れ
ば

キ
リ
が
な
く
、
お

そ
ら
く
は
平
坦
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
そ
ん
な
大
学

か
ら
社
会
へ
の
過
渡
期
を
経
た
我
々
で
す
が
、
竹
川

先
生
の
お
話
を
拝
聴
す
る
に
つ
け
、
修
道
が
い
つ
ま

で
も
ど
ん
な
時
も
我
々
の
背
中
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
我
々
67
回
生
は
2
0
2
５
年
同
窓
大
会
の

世
話
人
と
し
て
主
担
当
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
修
道
創
設
3
0
0
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
る
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

回
の
同
期
会
に
て
、
い
ま
一
度
学
年
の
団
結
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。
当
同
窓
大
会
実
行
委
員
会
も
大
変

な
熱
意
を
持
っ
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
ご
ざ

い
ま
す
。
来
年
、
卒
業
生
の
皆
様
も
是
非
奮
っ
て
ご

参
集
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
今
回
の

同
期
会
を
企
画
し
て
く
れ
た
実
行
委
員
会
の
皆
あ
り

が
と
う
！
各
々
忙
し
い
と
は
思
う
け
ど
、
こ
う
い
う

会
を
末
長
く
続
け
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

集合写真

2022年度末　中国横断　ゴール時の写真

竹川先生（高29回）
によるご挨拶

卒業時の学年旗への寄せ書き



17

１
．修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

備
　
　
　
考

監
査
会

2023年
５
月
31日

㈬
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（

６
月
）

2023年
６
月
2６日

㈪
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（

3
月
）

2024年
3
月

７
日
㈭

ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル

２．修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

備
　
　
　
考

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（

６
月
）

2023年
６
月
2６日

㈪
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル

会
報
誌
「
修
道
」
№
89発

行
2023年

9
月

1
日
㈮

正
副
会
長
会
議
（

9
月
）

2023年
9
月

2
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

幹
事
会
・
評
議
員
会
（

9
月
）

不
開
催

講
演
会
（
畠
眞
實
先
生
）・

意
見
交
換
会

2023年
9
月

2
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会

2023年
9
月

2
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

臨
時
正
副
会
長
会
議

2024年
1
月
24日

㈬
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

第
７６回

修
道
高
等
学
校
卒
業
式
（
同
窓
会
入
会
式
）

2024年
3
月

2
日
㈯

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（

3
月
）

2024年
3
月

７
日
㈭

ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル

	
⑵
同
窓
大
会
・
支
部
・
職
域
総
会

総
　
会
　
名

開
　
催
　
日

備
　
　
　
考

2023年
度
修
道
学
園
（中

・高
）同

窓
大
会

2023年
9
月

2
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

関
東
支
部
の
つ
ど
い

2023年
７
月
10日

㈪
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

近
畿
支
部
総
会

2023年
12月

3
日
㈰

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

九
修
会
総
会

2023年
10月

21日
㈯

博
多
八
仙
閣
本
店

東
部
修
道
会
総
会

2023年
10月

14日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

江
能
修
友
会
総
会

2023年
６
月
24日

㈯
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

修
道
医
会
総
会

2023年
７
月
29日

㈯
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

2023年
11月

11日
㈯

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
市
修
道
会
総
会

2024年
1
月
2５日

㈭
広
島
市
文
化
交
流
会
館
「
銀
河
」

	
⑶
活
動
支
援
　
　

※
高
校
７６回

生
に
卒
業
記
念
品
を
贈
呈

	
　
　
　
　
　
　
　

※
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校
「
運
動
班
・
文
化
班
等
」
の
活
動
支
援
（
激
励
費
支
給
）

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

第
11回

N
P
T再

検
討
会
議
　
第

1
回
準
備
委
員
会
へ
の
高
校
生
派
遣
事
業

2023年
8
月

1
日（

オーストリア・ウィーン）
第
4７回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
「
2023か

ご
し
ま
総
文
」
文
芸
部
門

2023年
8
月

1
日
～

8
月

3
日

令
和

５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会
・
新
体
操
大
会

　
兼
　
全
国
高
等
学
校
体
操
競
技
・
新
体
操
選
手
権
大
会

　
兼
　
全
国
高
体
連
体
操
専
門
部
創
立
７0周

年
記
念
大
会

2023年
8
月

2
日
～

8
月

５
日

2023 U
C
I B

M
X
レ
ー
シ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
 グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
会

2023年
8
月

６
日
～

8
月

9
日

第
６3回

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
　
競
泳
競
技

2023年
8
月
1７日

～
8
月
19日

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
　
競
泳
競
技

2023年
8
月
1７日

～
8
月
20日

第
1７回

全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会
　
男
子
単
独
演
武
の
部

2023年
8
月
18日

～
8
月
20日

特
別
国
民
体
育
大
会
　
体
操
競
技
　
男
子
団
体

2023年
9
月
21日

～
9
月
24日

第
７8回

国
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
　
競
泳
競
技

2023年
9
月
22日

～
9
月
24日

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

第
42回

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
　
近
的
競
技
　
男
子
個
人

2023年
12月

22日
～
12月

2５日
第
14回

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会

 2023年
12月

23日
・
24日

第
2７回

全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

団
体
演
武
の
部
／
自
由
組
演
武
の
部
／
規
定
組
演
武
の
部
／
規
定
単
独
演
武
の
部

2024年
3
月
22日

～
3
月
24日

令
和

５
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
　
ケ
イ
リ
ン
・
ロ
ー
ド

2024年
3
月
2６日

～
3
月
29日

３．広
島
修
道
大
学
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

備
　
　
　
考

ア
ル
マ
ガ
ゼ
ッ
ト
№
５1発

行
2023年

10月
1
日
㈰

第
５9回

広
島
修
道
大
学
同
窓
大
会

2023年
11月

4
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

2023年
６
月
10日

・
11日

広
島
修
道
大
学
ひ
ろ
ば

　
＆
　
さ
つ
き
ス
テ
ー
ジ
隣
り

	
⑵
支
部
総
会

総
　
会
　
名

開
　
催
　
日

備
　
　
　
考

九
州
修
大
会

2023年
６
月

3
日
㈯

ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多

中
部
修
大
会

2023年
６
月
1７日

㈯
ス
ト
リ
ン
グ
ス
ホ
テ
ル
名
古
屋

宇
部
修
大
会

2023年
9
月
22日

㈮
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宇
部

岡
山
修
大
会

2023年
11月

18日
㈯

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡
山

三
次
修
大
会

2024年
3
月

2
日
㈯

森
新

福
山
修
大
会

2023年
9
月

2
日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

関
東
修
大
会

2023年
9
月
1６日

㈯
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

周
南
修
大
会

2023年
11月

1７日
㈮

敦
煌
周
南
店

岩
国
修
大
会

2023年
9
月
30日

㈯
料
理
百
果
「
花
善
」

関
西
修
大
会

2023年
10月

1５日
㈰

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
西
梅
田

長
﨑
修
大
会

2023年
10月

21日
㈯

長
崎
中
華
街

北
海
道
修
大
会

2023年
10月

21日
㈯

加
藤
商
店

日
本
海
修
大
会

2023年
10月

７
日
㈯

G
U
Z
EL

香
川
修
大
会

2023年
11月

11日
㈯

ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

鹿
児
島
修
大
会

2023年
12月

2
日
㈯

華
蓮

愛
媛
修
大
会

2024年
2
月
24日

㈯
松
山
東
急
R
EIホ

テ
ル

４．広
島
修
道
大
学
大
学
院
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

備
　
　
　
考

2023年
度
広
島
修
道
大
学
大
学
院
総
会

2023年
７
月
22日

㈯
広
島
修
道
大
学
内
　
フ
ォ
レ
ス
ト

５．鈴
峯
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
　
　
項

実
　
施
　
日

備
　
　
　
考

鈴
峯
同
窓
会
総
会

不
開
催

隔
年
開
催
の
た
め

修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会
・
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
収
支
予
算

2023（
令
和

5）年
度
　
事
業
報
告

202３年
４月

１日
～
202４年

３月
３１日
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（
収
入
の
部
）	

（
単
位
：

円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金
　
　
　

813,000
80７,000

６,000
＠
3,000円

×
2６9名

（
2023年

度
高

3
）

終
身
会
費

1,89７,000
1,883,000

14,000
＠
７,000円

×
2６9名

（
2023年

度
高

3
）

名
簿
売
上
代

2７,５00
2７,５00

0
＠
５,５00円

×
５
冊

預
金
利
息

６,000
9,６9７

△
3,６9７

普
通
預

金
利
息

・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

10,000
912,1７６

△
902,1７６

2022（
令
和

4
）
年
度
同
窓
大

会
余
剰
金
　
他

小
　
　
　
計

2,７５3,５00
3,６39,3７3

△
88５,8７3

前
年
度
繰
越
金

38,109,2７8
38,109,2７8

0
収

入
の

部
　

合
計

40,8６2,７７8
41,７48,６５1

△
88５,8７3

（
支
出
の
部
）	

（
単
位
：

円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

3,340,000
2,６28,09７

７11,903
激
励
費

７40,000
1６５,000

５７５,000
全
国
大

会
出
場

選
手
等
へ
の
激
励
費

同
窓
大
会
補
助
金

800,000
800,000

0
2023（

令
和

５
）
年
度
同
窓
大

会
補
助
金

卒
業
記
念
品
料

６00,000
５６3,09７

3６,903
卒
業
記

念
品

そ
の
他
の
事
業
費

1,200,000
1,100,000

100,000
会
報
誌

89号
21,５00部

（
寄
附

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
同
封
用
含
む
）

業
務
費

1,７90,000
1,131,６49

６５8,3５1
会
議
費

５10,000
3７0,６29

139,3７1
合
同
会

議
会
場

代
　
他

通
信
費

4５0,000
1５７,341

292,６５9
合
同
会

議
案
内

郵
便
代
・
電
話
代
・
宅
急
便
代
　

他
慶
弔
費

180,000
14５,000

3５,000
支
部
総

会
祝
金

・
永
年
勤
続
表
彰
記
念

品
料

諸
費

６５0,000
4５8,６７9

191,321
支

部
助

成
金

・
印

刷
代

・
残

高
証

明
書

手
数

料
　

他
そ
の
他
の
支
出

2７1,000
2６9,000

2,000
連
合
分
担
金

2７1,000
2６9,000

2,000
＠
1,000円

×
2６9名

（
2023年

度
高

3
）

予
備
費

５00,000
0

５00,000
小
　
　
　
計

５,901,000
4,028,７4６

1,8７2,2５4
次
年
度
繰
越
金

34,9６1,７７8
3７,７19,90５

△
2,７５8,12７

支
出

の
部
　

合
計

40,8６2,７７8
41,７48,６５1

△
88５,8７3

2023（
令
和

5）年
度
修
道
学
園（

中
・
高
）同

窓
会

資
金
収
支
決
算
書

202３年
４月
１日
か
ら
202４年

３月
３１日
ま
で

（
収
入
の
部
）	

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

分
担
金

1,414,000
1,4６６,000

△
５2,000

@
1,000円

×
1,4６６名

（
中
高
2６9名

、大
学
9６8名

、大
学
院
2６名

、鈴
峯
203名

）
預
金
利
息

100
28,144

△
28,044

普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000
10,324

△
9,324

合
同
懇
親
会
　
祝
い
金
　
他

小
　
　
　
計

1,41５,100
1,５04,4６8

△
89,3６8

前
年
度
繰
越
金

28,249,0７７
28,249,0７７

0
収

入
の

部
　

合
計

29,６６4,1７７
29,７５3,５4５

△
89,3６8

（
支
出
の
部
）	

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

業
務
費

５4５,000
241,140

303,8６0
会
議
費

210,000
9７,9７0

112,030
合
同
会
議
会
場
代
　
他

通
信
費

130,000
７8,924

５1,0７６
合
同
会
議
案
内
郵
便
代
　
他

慶
弔
費

180,000
4５,000

13５,000
同
窓
大
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
記
念
品
料

諸
費

2５,000
19,24６

５,７５4
印
刷
代
・
残
高
証
明
書
手
数
料
　
他

予
備
費

５00,000
0

５00,000
小
　
　
計

1,04５,000
241,140

803,8６0
次
年
度
繰
越
金

28,６19,1７７
29,５12,40５

△
893,228

支
出

の
部
　

合
計

29,６６4,1７７
29,７５3,５4５

△
89,3６8

貸
借
対
照
表
　
202４年

３
月
３１日
現
在
	

（
単
位
：
円
）

資
産
の
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

8,５34,3７1
事
業
基
金
引
当
金

8,５34,3７1
　
　
普
通
預
金

8,５34,3７1

一
般
会
計
資
産

29,５12,40５
剰
余
金

29,５12,40５
　
　
普
通
預
金

14,484,3７3
　
　
普
通
預
金

28,032
　
　
定
期
預
金

1５,000,000
合
　
　
計

38,04６,７７６
合
　
　
計

38,04６,７７６

貸
借
対
照
表
　
202４年

３月
３１日
現
在
	

（
単
位
：

円
）

資
産
の
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

20,894,2６７
事
業
基
金
引
当
金

20,894,2６７
　
　
普
通
預
金

20,894,2６７

一
般
会
計
資
産

3７,７19,90５
剰
余
金

3７,７19,90５
　
　
普
通
預
金

9,33７,2７６
　
　
普
通
預
金

1,382,６29
　
　
定
期
預
金

2７,000,000
合
　
　
計

５8,６14,1７2
合
　
　
計

５8,６14,1７2

2023（令
和

5）年
度
 修

道
学
園
同
窓
会
連
合
会

資
金
収
支
決
算
書

202３年
４
月
１
日
か
ら
202４年

３
月
３１日
ま
で
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（
収
入
の
部
）	

（
単
位
：
円
）

科
　
　
目

決
算
額

摘
　
　
要

補
助
金

800,000
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
よ
り

広
告
収
入

4,６10,000
協
賛
広
告
、
同
期
会

会
員
券
裏
面
広
告
協
賛

1５0,000
大
方
工
業
所

チ
ケ
ッ
ト

2,12６,000
2023年

度
同
窓
大
会
　
販
売

祝
金

200,000
修
道
学
園
、
修
道
中
学
高
等
学
校
、
広
島
修
道
大
学
、
広
島

修
道
大
学
同
窓
会
、
広
島
修
道
大
学
大
学
院
同
窓
会
他
か
ら

の
祝
金

預
金
利
息

1６
広
島
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
、
広
島
信
用
金
庫

収
入
の
部
　
合
計

７,88６,01６

（
支
出
の
部
）	

（
単
位
：

円
）

科
　
　
目

決
算
額

摘
　
　
要

大
会
チ
ケ
ッ
ト
作
製
費

93,５00

大
会
誌
作
成
費

1,６83,000

大
会
運
営
費

4,５99,５90

　
会
場
費

3,4６2,090

　
　
料
理
・
室
料
・
レ
セ
プ
タ
ン
ト

1,７2６,000

　
　
サ
ー
ビ
ス
料

24６,300

　
　
音
響
・
映
像
・
設
営
・
印
刷
等

3７9,６00

　
　
消
費
税

23５,190

　
　
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
プ
ラ
ン
（
税
込
）

8７５,000

　
そ
の
他

1,13７,５00

　
　
記
念
品
関
係
支
出

302,５00
プ
ラ
ス
ワ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
広
島
店

　
　
映
像
作
成
費

６５0,000
ヤ
ル
キ
マ
ン
ト
ッ
キ
ー
ズ
、
ミ
ヤ
グ
ラ
ム

　
　
司
会
謝
礼

80,000
本
名
正
憲
、
石
田
充

　
　
そ
の
他
謝
礼
金

10５,000
ヒ
ロ
コ
シ
、
大
谷
宣
至

広
告
宣
伝
費

1６５,000
広
島
朝
日
広
告
社

事
務
用
品
費

６9,8７７

交
通
費

７9,920

会
議
費

2６６,812

郵
送
費

７9,8５3

雑
費
・
手
数
料
・
通
信
費

５,７６4

一
般
会
計
一
部
繰
り
入
れ
金

842,７00

支
出
の
部
　
合
計

７
,88６,01６

令
和

5年
度
修
道
学
園
（中

・高
）同

窓
大
会
　
収
支
決
算
書

202３年
４月

１日
～
202４年

３月
３１日
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2024（
令
和

6）年
度
 修

道
学
園
同
窓
会
連
合
会
 資

金
収
支
予
算
書

202４年
４
月
１
日
か
ら
202５年

３
月
３１日

ま
で

2024（
令
和

6）年
度
 修

道
学
園（

中
・
高
）同

窓
会
 資

金
収
支
予
算
書

202４年
４月

１日
か
ら
202５年

３月
３１日

ま
で

（
収
入
の
部
）	

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

分
担
金

1,4７６,000
1,414,000

６2,000
各
同
窓
会
よ
り
の
分
担
金
＠
1,000円

×
1,4７６名

（
中
高
284名

、大
学
900名

、大
学
院
５名

、鈴
峯
28７名

）

預
金
利
息

2５,000
100

24,900
普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000
1,000

0

小
　
　
　
計

1,５02,000
1,41５,100

8６,900

前
年
度
繰
越
金

29,５12,40５
28,249,0７７

1,2６3,328

収
入

の
部
　

合
計

31,014,40５
29,６６4,1７７

1,3５0,228

（
支
出
の
部
）	

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

業
務
費

６00,000
５4５,000

５５,000

会
議
費

230,000
210,000

20,000
合
同
会
議
（

６
月
・

3
月
）・

監
査
会
　
他

通
信
費

1５0,000
130,000

20,000
切
手
ハ
ガ
キ
代
・
宅
急
便
代
　
他

慶
弔
費

100,000
180,000

△
80,000

同
窓
大
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
　
他

諸
費

120,000
2５,000

9５,000
封
筒
代
・
印
刷
代
・
事
務
用
品
　
他

予
備
費

５00,000
５00,000

0

小
　
　
計

1,100,000
1,04５,000

５５,000

次
年
度
繰
越
金

29,914,40５
28,６19,1７７

1,29５,228

支
出

の
部
　

合
計

31,014,40５
29,６６4,1７７

1,3５0,228

（
注
）

1
．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

2
．昨

今
の
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
、必

要
な
科
目
の
予
算
額
を
増
額
し
て
お
り
、2023年

度
3
月
幹
事
会
審
議
に
て
、承

認
済
み
。

（
収
入
の
部
）	

（
単
位
：

円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金

8５2,000
813,000

39,000
＠
3,000円

×
284名

（
2024年

度
高

3
）

終
身
会
費

1,988,000
1,89７,000

91,000
＠
７,000円

×
284名

（
2024年

度
高

3
）

名
簿
売
上
代

2７,５00
2７,５00

0
＠
５,５00円

×
５
冊

預
金
利
息

６,000
６,000

0
普
通
預

金
利
息

・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

900,000
10,000

890,000
2023年

度
同

窓
大
会
余
剰

金
　
他

小
　
　
　
計

3,７７3,５00
2,７５3,５00

1,020,000

前
年
度
繰
越
金

3７,７19,90５
38,109,2７8

△
389,3７3

収
入

の
部
　

合
計

41,493,40５
40,8６2,７７8

６30,６2７

（
支
出
の
部
）	

（
単
位
：

円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

1,9５0,000
3,340,000

△
1,390,000

　
激
励
費

５00,000
７40,000

△
240,000

全
国
大

会
出
場

選
手
等
へ
の
激
励
費

　
同
窓
大
会
補
助
金

200,000
800,000

△
６00,000

2024年
度
同

窓
大
会
補
助

金

　
卒
業
記
念
品
料

６５0,000
６00,000

５0,000
卒
業
記

念
品

　
そ
の
他
の
事
業
費

６00,000
1,200,000

△
６00,000

会
報
誌

3,000部
　
他

業
務
費

1,810,000
1,７90,000

20,000

　
会
議
費

５30,000
５10,000

20,000
会
議
代

（
６
月
合
同

・
9
月
・

3
月
合
同
）

他

　
通
信
費

4５0,000
4５0,000

0
電
話
代

・
切
手

ハ
ガ
キ
代
・
宅
急
便
代

　
他

　
慶
弔
費

180,000
180,000

0
同
窓
会

支
部
総

会
祝
金
・
永
年
勤
続
表

彰
　
他

　
諸
費

６５0,000
６５0,000

0
支

部
助

成
金
・

支
部

総
会

出
席

者
旅

費
補

助
封

筒
代
・
印

刷
代
・

事
務
用
品
　
他

そ
の
他
の
支
出

284,000
2７1,000

13,000

　
連
合
分
担
金

284,000
2７1,000

13,000
＠
1,000円

×
284名

（
2024年

度
高

3
）

予
備
費

５00,000
５00,000

0

小
　
　
計

4,５44,000
５,901,000

△
1,3５７,000

次
年
度
繰
越
金

3６,949,40５
34,9６1,７７8

1,98７,６2７

支
出

の
部
　

合
計

41,493,40５
40,8６2,７７8

６30,６2７

（
注
）

1
．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

2
．昨

今
の
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
、必

要
な
科
目
の
予
算
額
を
増
額
し
て
お
り
、2023年

度
3
月
幹
事
会
審
議
に
て
、承

認
済
み
。
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　『修道学園創設３00周年事業　修道中学校　修道高等学校本館建替等工事ご支援のお願い』等、本
校資料をご覧になられた方には重複する部分があるかと存じますが、『修道中学校・修道高等学校本
館建替その他工事』の起工式が令和 ４年 ５月 2日に行われ、完成は令和 7年を予定しております。
　令和 ４年 ８月末『Yショップ�shüDO店』オープン、令和 ５年 7月『新敬道館』供用開始に引き続き、
令和 ５年11月３0日『新本館　供用開始式』が行われました。新しい本館には、本冊子の表紙にもなっ
ております記念品室、展示スペースを兼ねたロビー、事務室、応接室等、様々な設備がございます。
　本工事での慰霊碑移設に際し、令和 ６年 ４月19日『慰霊碑移設　御祭』、令和 ６年 ６月2６日『慰霊
碑移設終了奉告祭』を執り行いました。
　旧本館・旧渡り廊下解体工事も完了し、今後は西敷地渡り廊下（ブリッジ）工事、北館増築・改修
工事等を予定しております。
　202５年の修道学園創設３00周
年に向け、引き続き工事等によ
り、OBの皆様には何かとご不
便をおかけしますが、ご協力の
程よろしくお願いいたします。

TOPICS
本館建替等工事進捗

　『修道学園創設３00周年事業　修道中学校　修道高等学校本館建替等工事　ご支援のお願い』に関
しまして、多大なるご寄附を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、本事業は同窓会ホームページとは別に、専用のホームページを公開しております。専用ホー
ムページには、“寄附状況（毎月更新）”、“工事進捗REPORT”等を掲載しております。
　是非ご覧ください。引き続き、よろしくお願いいたします。

300周年特設サイトホームページ：https://gakugai.shudo-h.ed.jp/300th-donation/

修道中学校・修道高等学校創始300周年特設サイト（ホームページ）のご紹介

新図書館

修道広場パース図慰霊碑移設終了奉告祭の様子

新本館

旧本館解体工事の様子
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　修道の校名は、広島藩12代藩主浅野長勲公が『中庸』の一節「道を修むるこれ　修道の校名は、広島藩12代藩主浅野長勲公が『中庸』の一節「道を修むるこれ
を教えという」から名付けられたものですが、その源は172５年、浅野吉長が白島のを教えという」から名付けられたものですが、その源は172５年、浅野吉長が白島の
稽古屋敷に講学所を創立されたときに遡り、この長い歴史の中で、「知徳併進」の稽古屋敷に講学所を創立されたときに遡り、この長い歴史の中で、「知徳併進」の
方針を掲げ「有為な人材の育成」を目指した修道教育が連綿と受け継がれて参り方針を掲げ「有為な人材の育成」を目指した修道教育が連綿と受け継がれて参り
ました。さらに、この建学の精神のもとに輩出された幾多の人材が、我が国の政治・ました。さらに、この建学の精神のもとに輩出された幾多の人材が、我が国の政治・
経済・文化等幅広い分野にわたって活躍していることは、周知の事実であります。経済・文化等幅広い分野にわたって活躍していることは、周知の事実であります。
　さて、修道学園は202５（令和 7）年に創立３00周年を迎えます。これを記念す　さて、修道学園は202５（令和 7）年に創立３00周年を迎えます。これを記念す
るとともに、新しい時代の要請に応えた教育の質的向上・環境整備を図るため、るとともに、新しい時代の要請に応えた教育の質的向上・環境整備を図るため、
老朽化の著しい本館の新築を中心とした建設計画が進められております。老朽化の著しい本館の新築を中心とした建設計画が進められております。
　長い歴史を誇る母校修道が今後も末永く繁栄し続けるため、また、誇るべき　長い歴史を誇る母校修道が今後も末永く繁栄し続けるため、また、誇るべき
建学の精神を未来へと伝えるため、我々同窓生としても建設事業にできるだけ建学の精神を未来へと伝えるため、我々同窓生としても建設事業にできるだけ
のお手伝いをしようと考え、その切なる思いを形として表す意味で資金的な協のお手伝いをしようと考え、その切なる思いを形として表す意味で資金的な協
力をお願いしたいと思います。力をお願いしたいと思います。
　寄附募集のリーフレットは、写真等を差し替えて毎年作成し、ご寄附の有無　寄附募集のリーフレットは、写真等を差し替えて毎年作成し、ご寄附の有無
に関わらず、同窓生の皆様に年 1回送らせていただいており、202４年 ４月に送に関わらず、同窓生の皆様に年 1回送らせていただいており、202４年 ４月に送
らせていただいたリーフレットが最後となります。昨今の厳しい経済事情の折りらせていただいたリーフレットが最後となります。昨今の厳しい経済事情の折り
誠に恐縮に存じますが、同窓生の皆様には何とぞ趣旨にご賛同を賜り、格別の誠に恐縮に存じますが、同窓生の皆様には何とぞ趣旨にご賛同を賜り、格別の
ご協力をいただきますようお願い申し上げます。ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

同窓会ニュース同窓会ニュース

詳しくは同窓会ホームページを
ご覧ください。
https://dosokai.shudo-h.ed.jp/

修道学園（中・高）同窓会修道学園（中・高）同窓会
会
長　

　

深
山　

英
樹

副
会
長

　

貫
名　
　

賢

　

伊
藤　

學
人

　

廣
谷　
　

清

　

中
村
靖
富
満

　

鵜
野　

徳
文

　

大
方
幸
一
郎

　

田
戸　
　

亨

　

貞
徳　

伸
治

　

緒
方　

直
之

　

三
宅　

泰
雄

新本館建設（ご寄附のお願い）新本館建設（ご寄附のお願い）
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昭和33年 3 月卒（10回卒）以前の写真を求めています。
① 卒業アルバム
　�　202５年に創立３00周年を迎えるに当たり、修道中学校・修道高等学校では、その記録を長く後生
に伝えんがため、現在、所蔵資料の整理確認と、紙資料のデジタルデータ化事業を進めております。
　�　本校に残ります写真のデータ化を中心に作業を急いでおりますが、残念なことに、昭和３３年 ３ 月
卒業（高校10回）以前の卒業アルバムが残されておりません。
　�　つきましては、高校10回卒以前の卒業アルバムを一時本校に預けてもよいとおっしゃる方を探し
ております。お預かりしたアルバムは大切に保管し、デジタルデータ化後（約 1年ほど時間をいた
だくことになります。）にご返却いたします。お志のある方がいらっしゃいましたら、下記「修道
学園（中・高）同窓会事務局」までご連絡ください。

② その他写真
　�　卒業アルバムに限らず、修道中学校・修道高等学校に関わる古い写真を求めております。お送り
いただいた写真は、デジタルデータ化し、インターネット上で皆様に閲覧していただけるようアー
カイブ化していく予定です。

　【ご注意】
　⒈　	お送りいただいた写真はご返却できません。デジタルデータ化の後、本校にて丁重に保管

させていただきますので、ご了解いただける場合のみご送付ください。
　⒉　	デジタルデータは、修道中学校・修道高等学校の歴史を広くご覧いただく目的で将来公開

していく予定です。公開にご了解いただける場合のみご送付ください。
　⒊　	できましたら、写真の説明（撮影年代、状況の説明など）を同封いただけると助かります。

　�　何とぞ趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。ご不明な点がございましたら事務局
までご連絡ください。

事務局だより

ご 注 意ご 注 意
　本同窓会の名をかたって名簿を販売するケースが頻繁に
起こっています。不審なハガキや電話等にはお答えになら
ないようお願いします。同窓会が名簿を発行する場合は、
必ず同窓会長名で調査を行います。

住所変更手続きのお願い
　会員の方で住所・電話番後・勤務先・メールアドレス等変更になった方は、変更手続きをお願いします。
　変更手続きは、修道学園（中・高）同窓会のホームページに掲載されております、同窓会事務局宛のメールアドレス
宛に変更をご連絡いただくか、または同窓会名簿内の添付はがきで、同窓会事務局までご連絡ください。電話・ＦＡＸ
でも結構です。ご協力をお願いいたします。【本ページの下部を参照ください。】

2025年版（第38号）名簿発行のお知らせ
　このたび、2025年版（第38号）同窓会名簿を発行する運びとなりました。
　「安全」「正確」なデータ管理のため、同窓会を総合的にサポートする専門会社㈱サラトに業務を委託しています。同
社より確認はがきや名簿購入の案内を発送して作業を進めてまいりますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

●名簿発行日：令和 ７ 年 ３ 月下旬　　　 
●体　　　裁：Ａ ４ 判（約900頁）　　　 
●名 簿 価 格：６，000円（送料・税込み）

名簿作成委託先 　　株式会社サラト（兵庫県姫路市）のホームページ　　https://salat.co.jp/

修道学園（中・高）同窓会事務局
〒730-0055　広島市中区南千田西町 ８番 １号
TEL（0８2）24１-66８6　FAX（0８2）249-0８70　
E-mail：dosokai@shudo-h.ed.jp


